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秋の紫綬褒章受章

吉川　洋　大学院経済学研究科・経済学部教授

　この度、吉川洋教授（大学院経
済学研究科長）が、理論経済学の
研究における功績により本年秋
の紫綬褒章を受章されました。
　吉川洋教授は、永年にわたり、
経済学、特にマクロ経済学の分野
の研究、教育に努めてきました。
社会科学としてのマクロ経済学
には、学派という点からは、市場メカニズムの役割を重
視する「新古典派経済学」と市場の失敗と政府の役割を
重視する「ケインズ経済学」という２つの世界的潮流が、
また、研究テーマという点からは、短期のマクロ現象を
取り扱う景気循環理論と、中長期的なマクロ現象を取り
扱う経済成長理論があります。1980 年前後以降は、米
国を中心としたマクロ経済学の研究の流れは、ケインズ
経済学から離れ、新古典派経済学へ大きく傾きましたが、
2007 年以降の金融経済危機の中で、学界の流れはまた
新古典派経済学から大きく離れつつあります。
　吉川教授の研究の大きな特徴は、以上のような学界の
流行の浮き沈みに惑わされることなく、一貫してケイン
ズ経済学の立場から研究を続け、理論だけでなく、そ
の日本経済への応用にも多大な成果を残した点にありま
す。設備投資や為替レートの動き、またその日本経済へ
の応用に関する業績は、多くの研究者によって引用され
ています。また、最近では企業や家計のミクロ的な行動
の集計の問題に経済物理学的な手法を用いる研究も進め
ています。
　吉川教授はこれらの業績に対して、日経経済図書文化
賞、サントリー学芸賞、エコノミスト賞、読売・吉野作
造賞等多数の受賞に輝いていますし、日本経済学会長も
務めています。また、財政制度審議会、社会保障国民会
議、税制調査会委員等、数多くの政府の審議会等での活
躍に加えて、合計７年近くにわたって、内閣府経済財政
諮問会議議員を務め、経済学の現実の政策決定への応用
の面で大きく貢献しました。さらに現在は東京大学大学
院経済学研究科長を務めています。経済学の研究、教育、

そしてその社会への普及の各面での功績はまことに顕著
です。
　これからも吉川教授の益々のご活躍とご健勝を祈念い
たします。

（大学院経済学研究科・経済学部　植田和男）

儀我　美一　大学院数理科学研究科教授／理学部教授

　大学院数理科学研究科、理学部
数学科の儀我美一教授が、数学の
研究、とくに、非線形偏微分方
程式の研究における顕著な功績
により、紫綬褒章を受章されまし
た。
　儀我教授が、ナビエ・ストーク
ス方程式に関する優れた業績（博
士論文）により非線形偏微分方程式の研究にデビューし
たのは 1980 年代の半ばですが、以来、儀我教授は最近
の四半世紀における非線形解析学の進歩を特徴付ける、
世界的な成果をいくつも挙げて来られました。対象とし
た方程式の多くは、流体力学、燃焼理論、材料科学、結
晶成長、画像処理などに関わるものであり、儀我教授の
成果は 21 世紀の解析学の未来を拓く役割を果たすと共
に、科学技術の先端において広く応用されています。
　現象と関わる解析学の推進は、「対象（問題意識）」、「概
念（考察の枠組み）」、「方法（解明・解決の手段）」の三
つの視点から視ることができます。儀我教授の研究スタ
イルの特長は、この三視点のすべてにおいて顕著な独創
性と展開力です。それによって解の存在や構造が解明さ
れ、信頼できるモデルや計算法が導かれました。ここで
その多くに触れることはできませんが、典型例を挙げれ
ば、（結晶表面のような）界面の運動を記述する曲率流
方程式の研究です。微分幾何学や材料科学・画像処理に
も影響を及ぼしたこの研究では、界面の‘ちぎれ’など
の特異性に耐える「広義解の概念」の設定、および、曲
面をある関数の等高線（面）とみなす「等高面の方法」
の導入が画期的です。また、非線形放物型方程式の解の
‘爆発’の研究も日本発祥の分野（H．Fujita、1966）で
すが、近年の進歩の土台は「解の自己相似性」の意義を
見抜いた儀我教授の方法にあります。
　儀我教授は、創造性豊かな研究グループの形成および
才能を引き出す人材育成に於いても顕著な実績を挙げら
れました。数学およびその応用の進歩のために、儀我教
授の益々のご発展を祈ってやみません。
（大学院理学系研究科・理学部　名誉教授　藤田宏）
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相田　卓三　大学院工学系研究科・工学部教授

　化学生命工学専攻の相田卓三
教授が、本年秋の褒章発令におい
て、学術、芸術、技術開発等の功
労者を対象とする紫綬褒章を受
章されました。
　相田教授は長年にわたって、高
分子化学を基盤に、機能性ナノ材
料の創製において独創的な研究
を先導してこられました。具体的な成果としては、樹木
状分岐構造を有する高分子化合物デンドリマーの光捕集
アンテナ機能の発見や、メソ多孔性シリカのナノ空孔を
用いた押し出し重合による高強度ファイバーの合成、刺
激応答性分子機械の開拓などを手がけ、最近では、98%
が水からなるプラスチック“アクアマテリアル”の開発
を報告され、次々と優れた新しいアイデアに基づく研究
成果を発表しておられます。
　またその一方で、科学技術振興機構 ERATO「相田ナ
ノ空間プロジェクト」、および後継の ERATO-SORST
プロジェクトを率い、パイ電子系を中心とした機能性分
子の自己組織化を利用し、カーボンナノチューブ・イオ
ン液体複合ゲル（バッキーゲル）の発見を端緒とした、
伸縮性導電材料などの様々なデバイスに応用可能な素材
の開発、光で電気を流すグラファイトナノチューブの開
発と応用など、分子配列が空間特異的に制御された新規
な電子・磁気・光機能性ソフトマテリアルなどの開発に
も精力的に取り組んでおられます。
　以上のように、相田教授の業績は、学術面における、
いわゆるベーシックサイエンスへの多大な貢献だけに留
まらず、現代における環境・エネルギー・資源問題に対
する新しい価値観の提示にも及んでおります。さらに、
これらの研究を舞台にして若手人材育成や国内外の研究
者交流に情熱をもって取り組まれ、多数の卒業生や研究
人が国内外のアカデミアや企業へ輩出しています。
　相田教授は、これまでに、日本化学会賞、井上学術賞、
日本 IBM科学賞など数々の栄誉に輝いておられ、2009
年にはアメリカ化学会賞をご受賞されるなど国際的にも
非常に高い評価を受けております。今回の褒章を契機に、
さらなる研究のご発展をお祈り申し上げます。

（大学院工学系研究科・工学部　加藤隆史）

生田　幸士　先端科学技術研究センター教授

　生田幸士教授（先端科学技術研
究センター）が、医用生体工学
研究における「医用マイクロマシ
ン」分野の創成と発展の顕著なご
功績により、本年秋の紫綬褒章を
受章されました。
　生田先生は、医用生体工学の
分野で、マイクロマシンという

概念が導入されるはるか以前から、素材開発にまで遡る
独創的研究アプローチで、先駆的にマイクロ・ナノテク
ノロジーの医学応用研究に取り組んでこられました。80
年代初頭から、微小なアクチュエータの重要性を見抜
いて、形状記憶合金を用いたマイクロアクチュエータの
先駆的研究を進められ、1986 年には世界初の能動内視
鏡の開発に成功されました。また、1992 年には、当時、
MEMS 分野で主流であった半導体プロセスに基づく２
次元微細加工技術に対し、３次元の微細構造を作製でき
るマイクロ光造形法（IH プロセス）を世界で初めて開
発されました。さらに、マイクロ・ナノ光造形法と光ト
ラッピング手法に独自の創意工夫を進められ、水中駆動
できる世界最小サイズのマイクロマシンを実現されまし
た。そして、このようなマイクロマシンが、細胞や生体
分子の微細操作と微小力計測に応用できることを世界に
先駆けて示され、マイクロ・ナノマシン技術と生物・医
学分野との学際領域を開拓されました。今や次世代医療
の基盤技術として、世界中で数多くの研究者が、この医
用マイクロマシン領域の研究に取り組んでいます。
　生田先生は世界をリードする研究者であられると同時
に、創造性教育にも尽力してこられました。「創造的な
研究者こそが、創造的な青少年を育成できる」との信念
のもと、大学での「卵落としコンテスト｣ や「ロボット
コンテスト」等の名物講義、「マイクロマシン工房」や「ナ
ノアート展」など青少年に最先端の研究成果を伝える教
育活動にも情熱を注がれ、社会的にも大きく貢献されて
います。
　これらのご功績により、市村学術賞、アメリカラボラ
トリーオートメーション学会功績賞、日本機械学会フェ
ローなど、数々の栄誉に輝かれています。生田研究室門
下生一同、この度の紫綬褒章ご受章を心よりお祝い申し
上げますとともに、先生のご健勝とますますのご活躍を
祈念しております。

（先端科学技術研究センター　池内真志）

三品　昌美　大学院医学系研究科・医学部教授

　三品昌美教授（大学院医学系研
究科・医学部）が「神経伝達物
質受容体の構造と機能、及び脳高
次機能の分子基盤に関する研究」
におけるご功績により、本年秋の
褒章において紫綬褒章を受章さ
れました。
　私たちの脳内に存在する 1,000
億もの神経細胞は互いにシナプ
スと呼ばれる連結部を介して複雑かつ整然と連絡しあ
い、様々な脳機能の基盤となる神経ネットワークを形成
しています。この多様なシナプスが生み出す複雑さのた
めに、脳神経系は生命科学最後のフロンティアとされて
きました。三品先生は遺伝子・分子レベルから高等動物
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の脳神経系の担う様々な機能を理解する分子脳科学分野
のリーダーとしてこの分野の発展に多大な貢献をされま
した。
　三品先生は 1980 年代に代表的な神経伝達物質受容体
である筋肉のアセチルコリン受容体の分子実体を明らか
にし、遺伝子から機能を有する受容体を発現・再構築す
ることに世界で初めて成功されました。更に、アセチル
コリン受容体の構造と機能の関係を解析することにより
神経系の情報伝達の分子基盤を明らかにされました。こ
れらの研究は、分子生物学・生化学と生理学を総合的に
駆使して脳神経系を探求する端緒となるものでした。そ
の後、脳内の興奮性神経伝達を担うグルタミン酸受容体
に着目され、その多様性、構造および機能を明らかにし、
脳神経系の情報伝達と可塑性を分子レベルで解明されま
した。さらに、グルタミン酸受容体遺伝子を欠損したマ
ウスを作製して、グルタミン酸受容体が脳の発達や記憶・
学習などの脳高次機能の基盤となっていることを明らか
にされました。脳の高次機能の分子基盤に関するこれら
の先駆的な研究成果は基礎生命科学のみならず医学分野
においても高く評価されています。
　現在は学内外の要職を務められ、多忙を極めておりま
すが、研究活動においては一切の妥協を許さず脳の理解
に取り組んでおられます。
　研究室一同、ご受章を心よりお喜び申し上げますと共
に、今後益々のご活躍を祈念いたします。

（大学院医学系研究科・医学部　吉田知之）

文化勲章受章

有馬　朗人　名誉教授（大学院理学系研究科・理学部）

　有馬朗人先生の文化勲章ご受
章に心よりお祝い申し上げます。
　有馬先生は昭和 28 年本学理学
部を卒業、同 31 年に同大学院理
学系研究科博士課程を退学して
本学原子核研究所助手に就任、同
33 年に本学より理学博士の学位
を授与されました。その後、本学
理学部物理学教室講師、助教授を
経て同50年に教授になられました。大型計算機センター
長、理学部長、平成元年から平成５年には総長になられ
るなど、本学に様々に貢献されてきました。この間、「大
学貧乏物語」で当時の大学の窮状を社会に訴えられたの
はよく知られています。その後も、理化学研究所理事長、
参議院議員、文部大臣などを務められ、我が国の学術 ･
教育に多大の尽力をされました。現在も武蔵学園長、静
岡文化芸術大学理事長をなさっています。
　先生の専門は原子核物理学で、それへの貢献が受章の

主な理由です。研究を始められた頃は原子核物理学が誕
生した時期でもあり、様々な課題において分野を立ち上
げる研究をされました。中でも有名なのは、当時メイヤー
とイェンゼンによって提案されたばかりの殻模型にお
いて、実際の核力がいかに働くかを示す有馬－堀江の配
位混合理論です。これは今も多くの研究者によって発展
を続けている有効相互作用、有効電荷の研究の端緒であ
り、今日の原子核物理学のさらなる発展の礎になってい
ます。さらに、原子核のクラスター模型を始められ、ま
た、原子核の表面を球から楕円体に変形させ回転や振動
を起こす集団運動に関して、相互作用するボソン模型を
ヤケロ博士とともに提唱され、その統一的記述に成功し
ました。現在も、研究活動を続けられ論文を毎年出版し
ています。このような貢献に対し、仁科記念賞、フンボ
ルト賞、フランクリン財団ジョン・プライス・ウェザリ
ル・メダル、アメリカ物理学会ボナー賞、日本学士院賞
などを受賞されています。一方、俳人としても著名で「天
為」という会を創始され主宰しています。

（大学院理学系研究科・理学部　大塚孝治）

安藤　忠雄　名誉教授（大学院工学系研究科・工学部）

　本学名誉教授・特別栄誉教授の
安藤忠雄先生が本年度の文化勲
章を受勲された。安藤先生は世
界的建築家としてすでに有名で、
国内外での数多くの優れた現代
建築作品が知られている。そうし
た作品群のなかでも、今回はとり
わけ既存の環境や歴史的文脈を
配慮した建築設計活動が評価されて文化勲章受章の栄誉
に輝かれた。わが建築学専攻はもとより本学全体の宝で
ある安藤先生のご受章を心からお祝い申し上げるととも
に喜びを分かち合いたい。
　安藤先生は 1997 年 東京大学工学部教授に就任され、
2003 年定年退職されるまでの 5 年半、精力的な設計活
動のかたわら本学の教育に邁進され、多くの後進を育て
られた。東京大学在職時代の教育活動として、大学院講
義をまとめた『建築を語る』（東京大学出版会、1999 年）、
『連戦連敗』（東京大学出版会、2001 年）などがある。
いずれも安藤先生の建築への夢、建築のもつ社会的な重
要性などが多角的に語られ、これから建築を目指す学生
たちへの熱いメッセージとなっている。
　安藤先生は東京大学ご退職後も「安藤スクール」と称
して毎年数人の学部学生が古建築の研究とともに建築設
計・施工の現場を経験できる制度を始められたり、優秀
な学生を表彰し奨学する「ジョサイア・コンドル賞」「伊
東忠太賞」の設置にもご尽力いただいており、さまざま
な側面からの学恩はいまなお継続している。
　先生の建築は 1976 年の「住吉の長屋」（日本建築学会
賞）が実質上のデビュー作であるが、1984 年の「六甲
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の集合住宅」（日本文化デザイン賞）、87 年「六甲の教
会」（毎日芸術賞）頃からわが国を代表する建築家とし
て国際的にも認められるようになり、ユネスコ本部瞑想
の空間、フォートワース現代美術館など海外の作品も
続々と発表された。また阪神淡路大震災後の復興や香川
県直島町における一連の設計活動、国際子ども図書館な
ど、近年の作品には建築家としての社会的役割を深く認
識した、環境・歴史への配慮を全面的に表現したものが
多く、これらの作品が共感と感動を呼び、今回の受章に
つながったものと思われる。本学における安藤先生の作
品、福武ホールは 2008 年に竣工した。
　安藤先生は現在 69 歳、ますますお元気で受章後のイ
ンタビューにも今回の受章は「スタートか終わりかの
どっちか」と述べられ、建築家しての新たなスタートを
密かに目論んでいらっしゃるようである。安藤先生の今
後のご活躍を大いに楽しみにしたい。

（大学院工学系研究科・工学部　伊藤毅）

文化功労者顕彰

田中　靖郎　名誉教授（大学院理学系研究科・理学部）

　本学および宇宙科学研究所の
名誉教授、田中靖郎（たなか・や
すお）先生が、本年度の文化功労
者に選ばれました。田中先生は
1953 年に大阪大学理学部物理学
科をご卒業の後，本学原子核研究
所助手、名古屋大学理学部助教授
を経て、1972 年に本学宇宙航空研究所教授に着任され、
飛翔体を用いた宇宙科学の研究に多大な貢献をされまし
た。同研究所が 1981 年に全国共同利用の宇宙科学研究
所として独立の後は、理学系研究科に新設された学際理
学併任講座の教授として、長らく理学系研究科の大学院
教育にも尽力されました。1991 年に本学を、また 1994
年に宇宙科学研究所をご退官の後は、マックス =プラ
ンク研究所の客員科学者としてドイツに滞在され、2008
年まで日本学術振興会ボン研究連絡センター長も務めら
れました。
　田中先生は宇宙線のご研究を出発点に、1960 年代か
ら勃興したＸ線天文学の先頭に立ち、太陽系を包む高温
ガスの先駆的観測、新しいＸ線検出器の開発、それを
搭載した「てんま」衛星によるＸ線輝線分光学の開拓、
「ぎんが」による超新星 SN1987A の検出、「あすか」に
よるブラックホールからの相対論的効果の検証など、広
く深い宇宙物理学を展開され、日本の当該研究分野を大
樹へと育て上げられました。先生はつねに広い視野に立
ち国際協力を推進されるとともに、実験物理学者として
開発の現場にも透徹した目を配られ、プロジェクトマネ

ジャーとして多くの科学衛星を成功に導かれるなど、そ
のご功績は非常に多岐にわたります。
　先生はこれまで、仁科記念賞、日本学士院賞、米国ロッ
シ賞、英国王立協会マッセイ賞などを受賞され、日独学
術交流へのご貢献により外務大臣表彰も受賞しておられ
ます。さらにこのたび、文化功労者として叙せられたこ
とは、誠に先生のご業績にふさわしく、心よりお祝い申
し上げます。

（大学院理学系研究科・理学部　牧島一夫）

松尾　浩也　名誉教授（大学院法学政治学研究科・法学
部）

　本学名誉教授松尾浩也先生の
ご業績は、刑事法学をはじめ、裁
判法や少年法等にまで広く及ん
でいますが、その中心は刑事訴訟
法の分野です。この領域で、先生
は精緻で、かつ均衡のとれた理論
体系を構築されました。先生は、
著しい発展を示していたアメリ
カ刑事手続法に学び、「実体的真実主義」から「適正手
続主義」への刑事訴訟理念の転換を指示して、基本的に
「適正手続」モデルに立脚する刑事訴訟法の解釈・運用
を提唱されました。この考えは今日の刑事訴訟法学の基
調となっています。さらに先生は、ドイツ法等を含むよ
り幅広い比較法的考察とわが国の刑事手続の実態への精
察に基づき、欧米とは異なった特性を有する、わが国の
刑事手続に適合した独自の刑事訴訟法理論を樹立されま
した。論文集『刑事訴訟の原理』（昭和 49 年）に収めら
れた論文等、先生の多くのご著作は、その研究活動の一
環として生み出されたもので大きな影響を与えました。
先生の刑事訴訟法研究の集成である『刑事訴訟法・上』
（初版、昭和 54 年）、『刑事訴訟法・下』（初版、昭和 57
年～平成２年）は、わが国の刑事訴訟法学の到達点を示
す標準的著作となっています。
　大学の運営の面でも先生の果たされた役割は大きく、
東京大学法学部長、東京大学の評議員などさまざまな職
責を担われました。また、学会関係では、永年、日本刑
法学会理事として、学会の運営に積極的に関与され、こ
とに、昭和 60 年５月から平成３年５月までは同学会の
理事長を務め、刑事法学界全体の歩みを指導されました。
　先生は、すでに、その卓越したご業績により紫綬褒章、
勲二等旭日重光章を受章され、日本学士院会員にも選定
されています。このたび、先生が文化功労者として顕彰
されたことは誠に喜ばしい限りであり、これからも、ま
すますお元気で、刑事立法や後進の指導等においてお力
を発揮してくださることを願ってやみません。

（大学院法学政治学研究科・法学部　山口厚）
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藤嶋　昭　名誉教授（大学院工学系研究科・工学部）

　本学名誉教授藤嶋昭先生が本
年度文化功労者に顕彰されまし
た。
　藤嶋先生は 1971 年に本学大学
院工学系研究科工業化学専攻博
士課程を修了され、神奈川大学
工学部専任講師、助教授を経て、
1975 年より本学工学部講師に着
任されました。その後、助教授を
経て 1986 年に教授となられ 2003 年に定年退職されるま
で、本学工学部、および大学院工学系研究科において研
究と教育に当たられました。
　藤嶋先生は特に電気化学反応をベースとした光機能材
料の研究において、卓越した成果をあげてこられました。
ご研究の出発点になったのは先生が大学院の学生時代に
行った半導体光電極反応です。これは酸化チタン電極に
光照射することにより水が水素と酸素に分解されるとい
う現象であり、当時の指導教官であった本多健一先生の
お名前と合わせて、「ホンダ・フジシマ効果」と呼ばれ
ています。その後、藤嶋先生は、この半導体光電極反応
の研究法を、種々の固体・溶液界面、あるいは固体・気
体界面での光化学反応全般へと発展させ、その基礎研究
および応用研究の両面において常にこの分野における第
一人者として学会をリードしてきました。
　さらに 1990 年代になり、先生は酸化チタンのご研究
を、微弱光下での光触媒反応という新たな分野へ展開さ
れました。これは、室内光程度の微弱光を利用した非常
に光活性の高い光触媒薄膜コーティング材料を提案する
ことになり、学界・産業界からも広く注目され、現在、
光触媒反応を利用した抗菌・セルフコーティング・空気
浄化材料・新機能建材など実用技術として広く展開して
います。
　これら一連のご研究により藤嶋先生は、これまで朝日
賞、日本化学会賞、井上春成賞、電気化学会賞・武井賞、
加藤記念賞、日本国際賞、日本学士院賞、内閣総理大臣賞、
紫綬褒章など数多くの賞を受賞されています。また、先
生は、ノーベル化学賞の有力な候補者としても常に名前
を挙げられるなど国内外で高く評価されておられます。
　藤嶋先生は本学をご退職後、東京大学特別栄誉教授に
就任されました。また現在は東京理科大学の学長として
ご活躍されています。このたび文化功労者に列せられた
ことは、先生の業績を顕彰するのに相応しいものとして、
心からお喜び申し上げます。

（大学院工学系研究科・工学部　橋本和仁）

一一般ニュース

一般

海洋アライアンス

上越教育大学附属中学校との遠隔授
業開催

　10 月 15 日（金）、海洋アライアンス（機構長　浦環
生産技術研究所教授）は、上越教育大学附属中学校（天
野和孝校長）の依頼を受け、メタンハイドレートをテー
マにした遠隔授業を実施した。
　この企画は、今夏、同中学校の濁川朋也教諭が、海
洋アライアンスの福島朋彦特任准教授に、メタンハイド
レートを題材にした授業について相談したところから始
まった。福島特任准教授が早速、メタンハイドレート研
究の第一人者である松本良教授（理学系研究科）を紹介
したところ、松本教授から探査技術、地質学的特徴、さ
らに燃焼実験のコツに至るまでの丁寧な解説を受けるこ
とができた。次に濁川教諭は、事前検討用の試料を求め
て、独立行政法人産業技術総合研究所の駒井武博士を訪
ねた。駒井博士は快く試料提供に応じたうえ、研究開発
や試料の取り扱い方の解説にまで時間を割いてくださっ
た。そして本番を控えた 9月下旬、授業に使用する試料
を定木淳准教授、岡屋克則助教（いずれも工学系研究科）
が提供して下さることとなったので、濁川教諭は再び本
学を訪れた。長距離運転で上京した同教諭を待っていた
のは、増田昌敬准教授（工学系研究科）による実験装置
の解説と定木准教授と岡屋助教が準備したメタンハイド
レート試料だった。さらに帰り際には、メタンハイドレー
ト試料の生成方法のノウハウも伝授された。
　前置きが長くなったが、メタンハイドレートを使った
遠隔授業が実施されるまで、学内外の多くの研究者によ
る惜しみない援助があったことを強調しておきたい。
　本番の遠隔授業を引き受けたのは、前述の定木准教授
である。生徒たちが実際に人工メタンハイドレート試料
を生成していたことを知り、随分と驚いたようである。
生徒たちは、燃焼実験で自分たちが作った試料が本当に
燃えることを確認し、定木准教授と一緒に喜び合ってい
た。その様子には新潟と東京の距離を感じさせないほど
の一体感があった。
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メタンハイドレートの燃焼実験

　メタンハイドレートの開発には技術的な課題が多く、
採取方法さえ確立されていないのが現状であるが、生徒
たちはそれらの課題をどのようにクリアすればよいか、
独自のアイディアを出し合い、班毎に新たな採取方法を
発表した。
　講評を求められた定木准教授は「自由な発想に溢れた
採取方法で、技術者にとってもよい刺激になります」と
生徒たちを励ました。

生徒からの質問に回答する定木准教授

　最後に濁川教諭と生徒の感想を紹介する。

　「環境と開発を調和的に解決することは、理科教育に
おいて最も重要な視点の一つとされています。メタンハ
イドレートは、まさに ESD※にふさわしい教材でした。
今回の授業により，エネルギー問題に対する生徒たちの
切実感を高め、夢が膨らむメタンハイドレートの実用化
に向けての活発な議論展開ができました」（濁川教諭）

※ ESD＝持続可能な開発のための教育
　「メタンハイドレートを実用化するためのハードルは
高いといえるが、過去の石油開発の時と同様に実現でき
る日が必ずくると議論を通して確信した。また、東京大
学の定木先生から開発の視点や私たちの議論へのアドバ
イスをいただく中で、技術開発することの喜びや楽しさ
を味わうことができた。自分たちの未来を何とか切り拓

きたいと思った」（生徒A）。

　今回の遠隔授業の試みは、10 月に、海洋アライアン
ス内に発足した海洋リテラシープログラム（プログラム
長　浦辺徹郎理学系研究科教授）の下に設置された海洋
リテラシー研究グループ（グループ長　黒倉壽農学生命
科学研究科教授）による研究活動の一環として実施した
ものである。同グループでは、今後も海洋知識の普及の
ための手法開発に取り組む予定である。

海洋アライアンスホームページ：
http://www.oa.u-tokyo.ac.jp/

一般

海洋アライアンス

生物多様性条約第 10 回締約国会議
関連イベントでの活動報告

　10 月に名古屋で開催された生物多様性条約第 10 回締
約国会議（以下、COP10）に合わせ、海洋アライアン
スの教育プログラム「海洋生物の多様性保全と利用に関
する学生フォーラム」を受講する大学院生が関連ワーク
ショップでの発表及び、イベント会場でのブース展示を
実施した。
　10 月 16 日（土）に開催されたワークショップには国
際的な研究者や専門家が約 20 人参加した。海洋アライ
アンスからは、八木信行特任准教授が世界の漁業対象資
源の現状などを発表した。続いて、学生代表である緒方
悠香さん（農学生命科学研究科博士課程２年）が、未利
用魚の消費を促進するための手段として、色々な魚種を
資源状況に基づきスコア付けをして消費者に情報発信す
る「生物多様性レシピ」を英語で提案した。同じく参加
した菅沢承子さん（農学生命科学研究科修士課程１年）、
大里和輝さん（新領域創成科学研究科修士課程１年）も、
その意義などについて熱心に説明を行った。

学生による発表風景

　 ま た、10 月 23 日（ 土 ） か ら 28 日（ 木 ） ま で、
COP10 のメイン会場脇にある白鳥公園において、海洋
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生物の多様性保全と利用に関する以下の３篇のポスター
発表を行った。

　１．日本における禁漁区の実態
　　　－管理をしている人々の本音からみえるもの－
　２．生物多様性レシピ
　　　－未来につながる今日のごはん－
　３．里海　－ 21 世紀の海と人－

　発表期間中、延べ 500 名以上の方が展示ブースを訪
れ、ポスターを見ながら学生たちと活発に議論を交わして
いた。学生たちは多くの人と意見交換を通じ、自分たち
の提案に対し多様な意見があることを学ぶとともに、こ
の議論を今後の研究活動などに生かしたいと感想を述べ
ていた。

ブース展示の様子

　COP10 は、難航した交渉の末に名古屋議定書や愛知
目標を採択し、閉会した。学生達は、国際交渉を間近で
感じ、また人的なコネクションを広げることができた点
でも、貴重な経験ができたと述べていた。

名古屋議定書採択直後、参加者が総立ちで拍手

一般

サステイナブルキャンパスプロジェクト（TSCP）室

東京大学がヒートポンプ・蓄熱シン
ポジウムにて優秀賞を受賞！

　本学では、サステイナブルキャンパスの実現を目指し
て“ＴＳＣＰ”として、キャンパスの CO2 排出量の総
量削減に向け全学的な取組を進めている。
　大阪で 10 月 28 日（木）開催された「第７回ヒートポ
ンプ・蓄熱シンポジウム」において、この取組のひとつ
が優秀事例として認められ表彰された。
　蓄熱システムの設備改良を含む運転管理等において、
改善により効果のあった事例公募があり、TSCP 取組事
例を応募していた。
　事例の附属病院地区はエネルギー消費が多いことか
ら、大学全体の CO2 排出量に占める比率が最も高くなっ
ている。
　そこで TSCP では、平成 20 年度、平成 21 年度とエ
ネルギー使用密度の高い附属病院エネルギーセンターで
の対策を実施することで、効果的に大学全体の CO2 排
出量を削減している。
　大学自らが CO2 排出総量についての削減目標を立て、
全学一体となって行動していることと、データ分析によ
る改修計画、設備改善のみならずその後の運転も含めた
対策手法の秀逸さが高く評価されたもので、他大学への
水平展開も期待されている。

　今後ともサステイナブルキャンパスの実現に向けた取
組を進めて参りますので、皆様のご協力をお願いいたし
ます。

シンポジウムでの表彰式
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表彰状

一般

本部学生支援課

第 34 回東京大学伊豆・戸田マラソ
ン大会が開催される

　恒例の東京大学伊豆 ･ 戸田マラソン大会が、10 月 31
日（日）に開催された。コースは、静岡県西伊豆の東京
大学戸田寮（沼津市戸田地区）を基点とする 42.195㎞の
フルマラソンコース、西浦市民窓口横を基点とする 21
㎞のハーフマラソンコースがある。途中に標高差 500 ｍ
の山道を含むなど、通常に比べかなりの難関コースだが、
日本有数の景勝地として知られる西伊豆の自然を体感し
つつ走ることができるため、参加者から例年好評を博し
ている。

スタート前

　台風 14 号により一時は開催も危ぶまれたが、大会当
日は一転して快晴となり、フルマラソンの部、総勢 121
名（女性 11 名、卒業生 16 名、沼津市在住・在勤者８名
を含む）が参加し、115 名が無事に完走した。ハーフマ
ラソンの部は 32 名（女性８名、卒業生５名、沼津市在住・

在勤者 16 名含む）が出走し、30 名が完走した。
　フルマラソン個人の部は、前回大会の優勝者である卒
業生の大井寛己（おおい・ひろき）さんが、２大会連続
の優勝を果たした。また、団体の部では、優勝者の大井
さんを中心としたチーム「飛走会」が２大会ぶりの優勝
となった。
　ハーフマラソンの部では、本学卒業生の富山健太郎（と
みやま・けんたろう）さんが 1時間 32 分 31 秒のタイム
で優勝した。その他の参加者も好走し、本大会ではフル・
ハーフ含め合計 145 名がこの難コースを完走した。
　開閉会式では選手をはじめ本学関係者、地域関係者が
多数出席し、交流を深めた。開会式では戸田文化協会会
長の山口展徳氏による「戸田の歴史」についての講演が
あり、レース終了後の閉会式では栗原裕康沼津市長が選
手の活躍を称えた。
　レース中の沿道からは沼津市民の子供達からお年寄り
までたくさんの温かな声援が送られた。
　秋の西伊豆路を周回する伊豆・戸田マラソンへ、来年
も皆さんの奮ってのご参加をお待ちしています。

ハーフマラソンスタート風景

第 34 回東京大学伊豆・戸田マラソン大会結果
【個人の部】＜東京大学総長杯＞

順　位 氏　名 時　間 備　　考

優　勝 大井 寛己 2:58:06 卒業生

準優勝 貴田 大樹 3:03:07 農・大学院生

第３位 田辺 克彦 3:06:54 卒業生

第４位 杉浦 大輔 3:13:31 理・大学院生

第５位 工藤 健一 3:13:49 工・学部生

第６位 牧田 浩典 3:14:36 教職員

【団体の部】＜沼津市長杯＞
（上位３位の平均順位が少ないチーム）

順 位 チーム名 平均順位 備　考

優 勝 飛走会 9.3 位 卒業生

準優勝
獣医薬理
トモダチ

12.0 位 学部生･大学院生

第３位
チーム

ワタリドリ
35.3 位 学部生・卒業生
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【女子の部】

順　位 氏　名 時　間 備　　考

優　勝 稲葉 五美 3:55:14 沼津市民

【学内の部】

順　位 氏　名 時　間 備　　考

優　勝 貴田 大樹 3:03:07 農・大学院生

【バカヤロー会長杯】
（真城峠からゴールまで最も順位を上げた人）

順　位 氏　名 順位変動 備　　考

33 位 角田 裕晶 82 → 33 位 理・学部生

【ハーフマラソンの部】（男子の部）

順 位 氏　名 時　間 備　　考

優 勝 富山 健太郎 1:32:31 卒業生

準優勝 榎本　洋 1:37:30 沼津市民

第３位 山本　稔 1:40:23 沼津市民

【ハーフマラソンの部】（女子の部）

順　位 氏　名 時　間 備　　考

第 1 位 張　柳 1:56:00 薬・学部生

一般

本部財務課

第 53 回　東京大学 対 京都大学 財務
部職員 野球定期戦が開催される！！
《昭和 58年以来 27 年ぶりの“３連覇”達成》

　11 月６日（土）東京大学農学部硬式野球場において、
昭和 33 年（第１回大会）から続いている歴史と伝統の
ある「京都大学との懇親野球大会」が開催された。本大
会は、毎年交互に東京と京都で実施しているものである。
　試合は、部員の日頃の行いが良いこともあって、晴天
に恵まれ、ベストコンディションの中、多くの声援を受
け本学が勝利することができた。
　この勝利で、なんと昭和 58 年以来 27 年ぶりの“３連
覇”を達成した。
　三浦充副理事（財務部長）による始球式の後、独特の
緊張感の中で試合が始まり、お互いに引き締った中で試
合が繰り広げられた。
　１回の裏、本学が先制し試合の主導権を握ると、その
後の京都大学の追い上げも振り切ることができた。これ
も日頃の仕事でのチームプレーの賜ではないだろうか。

三浦副理事（財務部長）による始球式

京都大学の攻撃を封じる東京大学

　２年後は、第 55 回記念大会となる。記念大会は、東
京ドームでの開催を予定しており、ＯＢ戦も行う。現役
選手を凌ぐＯＢの方々の素晴らしいプレーを見られると
思うと、今から大変楽しみである。

　本大会の歴史を築いていただいた諸先輩方へ感謝する
とともに、これからも財務部一丸となって、仕事でもホー
ムランをかっとばし勝利して、本学を盛り上げていきま
す。
　多くのご支援・ご声援、大変ありがとうございました。

16 No.1407   2010. 12. 17



３連覇を達成した財務部野球部員達

-------------------------------------------------------------------------------------------------
○試合結果
（11 月６日（土）：東京大学農学部硬式野球場にて）
区分 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回

京大 ０ ０ ０ ０ ０ ０

東大 ３ ０ ０ １ １ ０

７回 ８回 ９回 計

０ １ ０ 1

５ ０ 10

一般

本部留学生・外国人研究者支援課

「東京大学外国人留学生特別奨学制
度平成 22年度 10 月期研究奨励費
受給者証書授与式」を開催

　11 月 10 日（水）16 時、「東京大学外国人留学生特別
奨学制度平成 22 年度研究奨励費受給者証書授与式」が、
小島理事（副学長）臨席のもと、学生支援センター大会
議室にて開催された。
　本奨学制度は、｢大学院において特に優秀な私費外国
人留学生に対し研究奨励費を支給することにより、本学
での学術研究への取組を支援するとともに、諸外国から
の優秀な留学生の受入促進に資する｣ことを目的として、
平成 16 年度から実施されているもので、月額 15 万円が
標準修業年限の最終月まで支給される。
　本年度 10 月期は、博士課程９名、研究生１名の合計
10 名の大学院学生が受給者として決定され、出席した
８名の受給者に小島理事（副学長）から受給者証書が手
渡された。

東京大学外国人留学生特別奨学制度受給者証書授与

　次いで、小島理事（副学長）から「受給者の皆さんは、
本制度を受給されることを誇りに思い、学業や研究に専
念してください。教職員は大いに期待しています」との
挨拶があった。引き続き、受給者を代表して大学院工学
系研究科博士課程の林鍾衍（イム・ゾンヨン）さん（韓国）
から、「経済的な問題で研究に差し支えがあるのではな
いかと不安でしたが、東京大学フェローシップに採用さ
れたため、大変助かります。これからは東大フェローの
名に恥じないよう、良い研究成果を出すため精一杯がん
ばります」と感謝の意を表するスピーチがあった。

平成 22 年度 10 月期研究奨励費受給者と関係者

＜問い合わせ先＞
本部留学生・外国人研究者支援課生活支援チーム
内線 22732

一般

本部人材育成課

東京大学教職員永年勤続者表彰式行
われる

　平成 22 年度の東京大学教職員永年勤続者表彰式が、
11 月 17 日（水）９時 45 分から、本部棟 12 階大会議室
において、濱田純一総長、佐藤愼一理事（副学長）、久
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保公人理事、関係部局長及び関係事務（部）長等の列席
のもと行われた。
　表彰式では、被表彰者 98 名を代表して、本部学生支
援課体育チーム 高尾訓子さんに表彰状の授与並びに記
念品が贈呈された。総長から挨拶の後、被表彰者を代表
して、医学部附属病院検査部検査第四部門主任臨床検査
技師 佐々木賀津乃さんより謝辞が述べられた。

濱田総長から表彰状と記念品を受ける高尾訓子さん

濱田総長に謝辞を述べる佐々木賀津乃さん

なお、本年度表彰された方々は次のとおりである。

教育・学生支援部 伊藤　努　
 秋本　真利
 樋口　壮央
 高尾　訓子
研究推進部 佐藤　一昭
国際部 川野辺　創
 渡辺　正昭
 佐藤　寿　
環境安全衛生部 仙名　留美
 荻島　隆幸
 近藤　浩子
情報システム部 貴志　武一
経営支援部 鈴木　敏之
 氏次　健　
 下大田　真一
総務部 竹下　和宏

人事部 白石　英司
 池田　貴志
財務部 野呂　清隆
 三澤　毅　
施設部 島田　英明
 栗原　紀寿
資産管理部 小川　雄一郎
監査課 夛田　健一
附属図書館 大谷　朱美
 曾我　典子
情報基盤センター 後藤　和彦
 大橋　公一郎
 椿山　惣一郎
大学院法学政治学研究科・法学部 田中　茂穗
大学院医学系研究科・医学部 青木　晋　
 小城　哲夫
 佐藤　貴一
医学部附属病院 小林　正明
 宮田　和幸
 米村　裕次郎
 小林　誠　
 佐々木　賀津乃
 眞崎　桂　
 尾崎　心正
 吉井　栄子
 山下　敏江
 木村　敬子
 佐藤　直子
 下園　佳代美
 平井　美紀
 大谷　亜紀子
 保屋野　みゆき
 高橋　美奈子
 井爪　あき
 増田　宣子
大学院工学系研究科・工学部 唐澤　祥嗣
 千葉　新吾
 仲川　勉　
 石橋　彰　
 中山　博司
 小宮　一修
 横田　政雄
 岩田　恭味
大学院理学系研究科・理学部 櫻井　康子
 針原　伸二
 和栗　正幸
 新井　烈　
 山口　淳一
 村石　昌昭
環境安全研究センター 冨安　文武之進
大学院農学生命科学研究科・農学部 西山　教雄
 渡邊　由紀
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 小澤　靖　
 天山　学　
 森口　広美
 新海　美江子
大学院経済学研究科・経済学部 原　正信　
大学院総合文化研究科・教養学部 吉野　衣子
 牛腸　徹　
大学院教育学研究科・教育学部 石川　瑞穂
 梅原　章太郎
 楢府　暢子
大学院新領域創成科学研究科 佐藤　公一郎
大学院情報理工学系研究科 加藤　一弘
大学院情報学環・学際情報学府 大坪　一郎
医科学研究所 寺内　博貴
 山﨑　隆行
 池上　徹　
地震研究所 浅田　成一
 松家　久美
生産技術研究所 朝比奈　伸一
 是枝　龍哉
分子細胞生物学研究所 古田　幸司
物性研究所 内田　和人
大気海洋研究所 川辺　幸一
 宮城　明治
 麻生　邦仁子
先端科学技術研究センター 加藤　博　
数物連携宇宙研究機構 加藤　康洋
 小澤　みどり
柏地区共通事務センター 佐藤　典明
 古瀬　武彦
 以上 98 名

一般

本部キャリアサポート課

公開シンポジウム「大学教育と職業
との接続を考える」開催

　11 月 22 日（月）、安田講堂にて日本学術会議、朝日
新聞社、本学の主催により、シンポジウム「大学教育と
職業との接続を考える」が開催された。これは、７月に
日本学術会議が報告書「大学教育の分野別質保証の在り
方について」をとりまとめ、その中で「大学と職業との
接続」をめぐる問題について提言を行っていることを踏
まえ、大学関係者と企業関係者等とが共に望ましい在り
方を考え、情報発信をしていこうとするものである。
　今回はその第１回目で、「大学生の就職をめぐる諸問
題と当面の打開策」と題して行われた。大卒者の就職を
めぐっては、現在の経済情勢のもと、極めて厳しい状況
となっており、学生生活や大学教育に重大な影響を及ぼ
しつつある。早期化・長期化する企業の採用活動の在り
方は、日本の将来の人材育成にとって様々な隘路とも
なってきており、看過できるものではない、との関係者

の強い思いから実現したものである。後援には、文部科
学省、厚生労働省、経済産業省をはじめとして、大学関
係や経済界等の各界を代表する 10 の団体が参加してお
り、「このままではいけない」という、各界の関係者に
共通の問題意識があることが浮き彫りとなっている。
　開会にあたり、本学小島憲道 理事（副学長）および
北原和夫 国際基督教大学教養学部教授（日本学術会議
大学教育の分野別質保証の在り方検討委員会委員長）の
挨拶の後、前半は、高祖敏明 上智学院理事長（同委員
会副委員長）による基調講演が行われ、続いて経済評論
家の勝間和代氏、寺田学 内閣総理大臣補佐官の講演が
行われた。後半は、勝間氏、出井伸之 クオンタムリー
プ代表取締役をはじめ、牧原晋 日本電気株式会社人事
部長、児美川孝一郎 法政大学教授、大橋秀雄 工学院大
学理事長、寺岡秀氏（首都大学東京学生）、NPO 法人
POSSE の６名のメンバーによるパネルディスカッショ
ンが行われ、熱心な議論が交わされた。大学関係者のほ
か、経済界、企業等の幅広い分野から約 700 名の参加が
あり、参加者は皆熱心に聴き入り、この問題に対する関
心の高さがうかがえた。
　第２回シンポジウム「大学教育と産業社会の関係につ
いて考える」は同じく安田講堂にて 12 月 20 日（月）に
開催される。

開会の挨拶をする小島憲道理事（副学長）

基調講演の高祖敏明上智学院理事長
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熱心に議論するパネリストたち。左端はコーディネーターの本田
由紀本学大学院教育学研究科教授と山上浩二郎朝日新聞社編集委
員

一般

本部入試課

入試事務室の設置

　平成 23 年度入学者選抜実施に関する事務を処理する
ため、１月１日（土）から３月 31 日（木）までの間、
入試実施委員会のもとに、入試事務室が設置されること
となった。
　入試事務室は、教育・学生支援部入試課長を室長に、
室長代理、室長補佐及び室員若干名をもって構成される。
　室員は、入試課職員のほか、本部各課等から派遣され
る事務職員で、およそ３か月にわたり、入学試験に関す
る業務にあたる。

一般

本部入試課

平成 23 年度大学入試センター試験
の本学割当数決まる

　平成 23 年度大学入試センター試験の東京地区での割
当数が、78,529 人に決まり、このうち本学が分担する志
願者数は 11,474 人に確定した。
　なお、平成 23 年度は、本郷試験場・教養学部試験場
及び教育学部附属中等教育学校試験場の他、都立高等学
校１校・私立高等学校３校の計４校を借用して実施する
ことになった。
　各試験場ごとの割当数及び担当学部は、次のとおりで
ある。

試　験　場　名 志願者数 担当学部

1 東京大学本郷試験場

法学部 1,045 法 学 部
経済学部 540 経済学部
工学部 1,290 工 学 部
薬 学 部 102 薬 学 部
その他 3
小   計 2,980

2 東京大学教養学部試験場 3,249 教養学部
3 東京大学教育学部附属中等教育学校試験場 870 教育学部
4 私立富士見丘高等学校試験場 1,120 医 学 部
5 私立海城高等学校試験場 1,215 文 学 部
6 都立日比谷高等学校試験場 960 理 学 部
7 私立開成高等学校試験場 1,080 農 学 部

合　　　　計 11,474

部部局
ニュース

部局

大学院農学生命科学研究科・農学部

附属生態調和農学機構・自衛消防訓
練を実施

　10 月 19 日（火）13 時から約１時間半にわたり、本研
究科附属生態調和農学機構において、自衛消防訓練を実
施した。旧農場地区と演習林田無試験地地区を含む西東
京フィールド全体から、生態調和農学機構とアジア生物
資源環境研究センターの教職員・学生、農場博物館ボラ
ンティアの計 57 名が参加し、西東京消防署西原出張所
の指導を受けて実施した。
　研究棟本館１階から火災が発生したという想定で、初
期消火に係る火災報知器の発報や消防署への通報等の
後、建物内に逃げ遅れた者がいないかを確認しながら集
合場所の中庭へ避難した。また、避難後には人員確認を
行う等、実際を想定した訓練を行った。
　その後、中庭において、消防署からの詳細な説明の後、
粉末消火器を実際に使用した消火訓練を行った。オイル
パンの中で燃え上がる炎を瞬く間に消火できる消火器か
ら広がる粉末の多さに感嘆し、取り扱いを知ることの大
切さを実感した。
　次に、出血時や骨折時における三角巾を使っての救急
救命講習を受けた。生態調和農学機構は野外での作業が
多いため大変意義のある講習であった。
　西東京消防署より講評をいただいた後、起震車と煙体
験ハウスで災害時のシミュレーションを体験した。
　最後に小林和彦機構長から本日の訓練参加への謝意が
述べられ、西東京フィールド内の教職員・学生・ボラン
ティアのほとんどが参加した自衛消防訓練は無事、終了
した。
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中庭で粉末消火器を使っての消火訓練

消防署による出血時の三角巾の使い方を見守る参加者

起震車で震度７を体感する

部局

大気海洋研究所

堀場国際コンファレンス「西部太平洋
域における海洋科学研究の新しい展
開」開催される

　10 月 26 日（火）から 29 日（金）にかけて、「Horiba 
International Conference“New Direction of Ocean 
Research in the Western Pacific”-Past, Present and 
Future of UNESCO/IOC/WESTPAC Activity for 50 
years and the JSPS Project "Coastal Marine Science"-」
が開催された。
　本年は、旧海洋研究所時代より 10 年間にわたり東南
アジア５カ国（インドネシア、タイ、フィリピン、マレー
シア、ベトナム）の研究者、及び国内の協力研究者と実
施してきた国際共同研究プロジェクト、日本学術振興会
拠点大学交流事業「沿岸海洋学」の最終年度に当たり、
また、UNESCO ／ IOC 50 周年の年でもある。これを
契機に堀場製作所が支援する東京大学堀場国際会議の１
つとして、文部科学省、日本学術振興会、日本海洋学会、
東京大学海洋アライアンス、海洋研究開発機構から後援
をいただいて開催した。　
　本会議は「沿岸海洋学」のメンバーのみならず、
UNESCO/IOC Sang-Kyung BYUN 副 議 長 や、 同
WESTPAC Wenxi ZHU事務局長など多くの関係者を交
え、これまで「沿岸海洋学」が産み出してきた研究成果
を取り纏めるとともに、同プロジェクトを終了した後、
参加各国がどのように連携を維持して更なる発展を図っ
ていくのか、各国の研究費獲得の状況等を踏まえつつ、
パネルディスカッション・ポスターセッション等を通じ
て 100 名を越す参加者による活発な議論が行われた。本
会議の最後に、「沿岸海洋学」につながるわが国からの
新たな国際共同プロジェクトの提案がされ、その実現に
向け取組むことが支持された。

浅井孝司文部科学省大臣官房国際課国際協力政策室長の挨拶
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IOC 関係の来賓と JSPS（日本学術振興会）リーダーの集合写真

参加者の集合写真

部局

分子細胞生物学研究所

「動物慰霊祭」行われる

　10 月 26 日（火）10 時より、第 13 回「東京大学分子
細胞生物学研究所実験動物慰霊祭」が農学生命科学研究
科附属動物医療センター奥の動物慰霊碑前において執り
行われた。本年は秋雨が例年より長引き、足下が悪い状
況にもかかわらず、昨年より多い 106 名の参列者があっ
た。慰霊祭は、多羽田哲也副所長の挨拶、武山健一動物
実験委員長から一年間の動物実験概要の報告に続いて、
参列者による一分間の黙祷および焼香がしめやかに行わ
れた。
　分生研では所内実験動物施設でマウスやウサギ等をは
じめとした実験動物が飼育・解析されており、主として、
マウスは遺伝子改変マウス作製及びその解析、ウサギは
抗体作製などに用いられている。研究内容には、骨・脂
質・内分泌代謝に関する研究、癌化の分子機構に関する
研究、肝臓の発生・再生・疾患に関する研究、哺乳類細
胞の運命制御の解析、細胞骨格・細胞膜の形態制御に関
する研究、減数分裂に関する研究、活性化型mTOR の
影響に関する研究など、幅広い生命現象の探究が７研究
分野で実施されてきた。
　近年、生命現象を分子レベルで証明するために、低分
子化合物、遺伝子、タンパク質、細胞、個体へと一つの
現象を様々な視点で検証することが問われている。特に
遺伝要因を的確に捉える動物解析は、研究の信頼性を再
現するだけではなく、既知概念との整合性との間で新た
な発見が導かれる事が多く、極めて有用なツールとなっ

ている。さらに組織特異的に標的分子の機能解析も可能
となり、実験動物の需要は益々大きくなりつつある。実
際、これらの研究手法は世界水準として、我々が欧米諸
国と同等やそれ以上の研究成果を示すには必須である。
一方でこれらの実験動物の失われた尊い命を、有意義な
研究成果にかえられるよう、個々の意識を高めることも
忘れてはならない。
　分生研では毎年、動物実験従事者に対する再教育訓練
を行っているが、この慰霊祭においても、研究目的・意
義が明確で、科学的手法により再現性・普遍性のある
結果を導くために、必要最小限の動物を用いて、最大限
の研究成果とその質の向上が得られるよう心がけること
や、本学「研究機関等における動物実験等の実施に関す
る基本指針」の法令遵守の徹底を周知した。

　最後に、分生研の研究活動のために尊い命を捧げてく
れた実験動物たちの御霊に、感謝と追悼の意をここに表
します。

焼香する参列者たち

部局

大学院人文社会系研究科・文学部

イラン大使館より、イスラム学研究室
へ蔵書寄贈

　10 月 28 日（木）、イラン大使館より 146 冊のペルシャ
語、英語の貴重な蔵書が本学イスラム学研究室に寄贈さ
れた。
　寄贈に際しイラン大使館より、マンスーレ・シャリフィ
公使とハミッドレザ・マダッド参事官が来訪、小松久男
人文社会系研究科長、竹下政孝イスラム学研究室主任教
授、学生らが出迎えた。
　小松研究科長より寄贈に対する謝辞とともに本学にお
けるイスラーム研究、中東研究の動向と成果についての
説明がなされた。シャリフィ公使からは、政治経済領域
のみならず学術文化における日イラン関係のさらなる発
展と貢献を本学に期待するというご挨拶があった。
　公使は、日本での正しいイスラームの知識の啓蒙と、
日本におけるムスリムの生活の支援がイスラーム研究者
の責務であると述べるとともに、若い世代の研究者に対
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する積極的支援の用意があることを明言された。今回の
寄贈もそのひとつの試みといえ、今後の日本とイランの
学術交流、日本におけるイスラーム研究への大いなる関
心と期待が感じられた。

小松研究科長、竹下教授とイラン シャリフィ公使

寄贈図書を前に

部局

大気海洋研究所

大気海洋研究所ＯＢ会開催される

　大気海洋研究所の柏キャンパス新研究棟の披露を兼ね
たＯＢ会が 11 月２日（火）、当研究所において開催され
た。懇親会に先立って行われた研究所・新研究棟概要説
明会には約 50 名が参加し、海洋研究所と気候システム
研究センターが統合して新たな研究教育拠点として大気
海洋研究所がスタートした経緯や展望についての西田睦
所長の説明に熱心に聞き入っていた。

西田所長による研究所・新研究棟概要説明

　研究所の施設見学会では西田所長が自ら案内を行い、
参加者は広報室作成の施設見学案内図を手に、新研究棟
や観測機器棟を見学し、それらの機能性の高さに感心し
ていた。
　懇親会では、新野宏副所長の開会の挨拶、西田睦所長
の挨拶の後、清水潮元教授の発声で乾杯が行われ歓談に
入った。歓談では、現職の教職員、教職員ＯＢ、学生Ｏ
Ｂら約 180 名が 50 年の歩みを振り返るとともに、今後
の発展に向けて抱負を語り合った。またＯＢの方々から
のスピーチでは、現役時代の研究の取り組みや様々なエ
ピソードが披露され爆笑を誘うとともに、研究所の今後
のさらなる発展を期待しているとの声援が送られた。最
後に木本昌秀副所長の閉会の挨拶があり、ＯＢ会は盛会
のうちに終了した。

１階エントランスホールにおける懇親会

部局

先端科学技術研究センター

第７回アジアがんフォーラム「アジア
でがんを生き延びるーアジアのくらし
と文化とがんと」開催

　11 月３日（水）、先端科学技術研究センターにて第７
回アジアがんフォーラムが開催された。先端研・総合癌
研究国際戦略推進講座・赤座英之研究室（www.siccn.
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org）に拠点をおいて活動をしているアジアがんフォー
ラム（www.asiacancerforum.org 河原ノリエ主宰）は、
これまで国内外の有識者による議論を重ねてきている
が、第七回を迎えたこの日の午前は、韓国・中国から研
究者を招き、「人間の安全保障という観点から、アジア
でどのような連携が可能なのか？」と題して医学系研究
科国際保健学の渋谷健司教授や高齢社会総合研究機構の
辻哲夫教授らとともにラウンドミーティングを行った。
国際社会の疾病構造の変化の中、がんをグローバルヘル
スアジェンダとして捉えることの意義について、包括的
な知見と視点が得られた。
　午後からは、文化の日にちなみ、「アジアでがんを生
き延びる―アジアのくらしと文化とがんと」という一般
向けのシンポジウムを開催した。これは、現代韓国研究
センターとの共同プロジェクトの連携を期したものでも
あり、中野義昭先端科学技術研究センター所長が文理融
合の学際的な研究プロジェクトの意義を挨拶で述べたあ
と、大学院情報学環附属現代韓国研究センター長である
姜尚中教授が「いのちが結ぶアジアの連帯」と題し、記
念講演を行った。次世代に引き継ぐ立場から、連携で
ワークショップを開催してきた京論壇の学生の発表も
あった。パネルディスカッションでは「アジアの多様性」
「民族誌的考察」などをキーワードに、情報学環の真鍋
祐子教授や放送タレントの永六輔さんが日中の医療関係
者、韓国の文化人類学者を交えてがんと文化について語
り合った。アジアがんフォーラムとしては、この地域に
いまだに横たわる、グローバリズムとナショナリズムの
「ねじれ」の問題を、「がん」というアジアの重い共有課
題の解決を通して超克できるのではないかと期待してい
る。
　食生活やくらし、疾病観の違いなど文化的な差異との
関係を、丁寧に読み解いていく学際研究をアジアでとも
に進めていくことについて確認したところで、盛況のう
ちにフォーラムの幕がおりた。

歴史的負債を乗り越えるアジアの連帯

グローバルヘルスアジェンダへの白熱した討議

パネルディスカッション「がんと文化」

部局

大学院医学系研究科・医学部

医学部解剖体慰霊祭が行われる

　11 月５日（金）14 時から、台東区谷中の天王寺にお
いて平成 22 年度医学部解剖体慰霊祭（解剖体数 102 柱）
が、ご遺族約 170 名、医学部関係教職員約 40 名及びこ
の春教養学部より進学し、初めて解剖実習に臨んだ医学
科３年の学生など約 110 名の合計約 320 名参列のもとに
執り行われた。
　本慰霊祭は、ご遺体を医学教育と医学の進歩発展のた
めに捧げられた方々の御霊に感謝し、お慰めするため、
ご遺族をはじめご縁故深い方々のご臨席を得て毎年実施
されているものである。
　住職以下７名の僧侶による読経が境内に流れた後、清
水学部長による祭文の朗読、焼香が行われ、ご遺族代表、
教職員総代、来賓代表の焼香と続いた。学生代表として、
医学科３年の水野雄太さんの焼香に続き、参列者全員が
焼香を行った。
　本堂における行事を終えた後、千人塚において僧侶に
よる読経が行われ、隣接する医学部納骨堂での焼香を行
い散会した。
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解剖体慰霊祭にて祭文を朗読する清水医学部長

部局

教育・学生支援部、大学院人文社会系研究科・文学部、大学
院教育学研究科・教育学部、大学院理学系研究科・理学部

進路セミナー「『学校の先生』という
仕事」開催

　将来の進路として教職に興味を持っている学生を対象
として、進路セミナーを 11 月５日（金）に小柴ホール
にて開催した。
　山形俊男大学院理学系研究科長・理学部長の挨拶の後、
本学卒業生である都立高の教諭２名、校長１名、教育学
部附属中等教育学校教諭１名が、それぞれの経歴や教員
を志した理由、また現在教員としてどのような日々を送
り、何を感じているかなど具体的な経験をまじえながら
「学校の先生」という仕事の魅力について講演した。
　現職の「学校の先生」が語ることばに、真剣なまなざ
しで聞き入る学生たちの姿が多く見られた。質疑応答で
は熱心な質問が相次ぎ、講演した先生の他、当日ご協力
いただいた都立高の校長数名もそれに答え、会場内は最
後まで熱気に満ちていた。
　セミナー終了後、会場前に場所を移して設けた懇親の
場では、打ち解けた空気の中で、学生たちが先生を囲み、
さらに具体的なアドバイスを受けるなど、盛会のうちに
終了した。
　来年度も引き続き、同セミナーを開催する予定である。

会場の様子

セミナー後の懇談会

部局

大学院農学生命科学研究科・農学部

附属牧場で「牧場公開デー」開催され
る

問題１：口蹄疫（コウテイエキ）という病気ですが、次
のうち症状でないものはどれかな。

〈答え〉　①発熱する　②元気がなくなる　③口等に水ぶ
くれができる　④マヒや起立不能になる　⑤多
量のよだれがでる

問題２：口蹄疫はウシ等にかかる病気ですが、次のうち
口蹄疫にかからない動物はどれかな。

〈答え〉　①ウマ　②ヤギ　③ブタ　④ヒツジ　⑤イノシ
シ

　上記は、牧場クイズラリーで出題した問題の一部であ
る。４月に宮崎県で発症した口蹄疫の影響もあり開催が
危ぶまれたが、昨年に引き続き笠間市農政課職員のご協
力をいただき、11 月６日（土）に牧場公開デーを開催
した。笠間市の共催を得て今年で４回目（通算は６回目）
となるが、地元住民の関心が非常に高く、多くの来場者
で賑わった。当日午後には、眞鍋昇教授による「口蹄疫
を防ぐ対策」と題した講演が行われ、笠間市の職員らが
出席するなど関心の高さが感じられた。
　笠間市からは、地元産のサツマイモ・ジャガイモの焼
き芋、コシヒカリ米のおにぎり、カブの漬物とそのスー
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プ、笠間市が全国有数の産地である栗を茹でた試食コー
ナーや子ども向けにスナッグゴルフなどの出展があっ
た。
　牧場側では、冒頭に記したクイズラリーや講演以外に、
落書き用にヘーレージ（牧草をラップで巻いたもの）を
用意したり、仔ヤギとのふれあい広場、搾りたてミルク
の試飲コーナー、ぬり絵大会や乗馬体験など多彩なイベ
ントを企画した。

ふれあい広場の仔ヤギと戯れる子供たち

ぬり絵大会で塩田邦郎牧場長から表彰を受ける小学生

　牧場での口蹄疫対策の取組としては、これまで見学の
見合わせや、正面入口に消毒帯を設け車両や歩行者に対
する消毒の徹底を行ってきた。更に、消毒ポイントとし
て各畜舎入口に消毒槽を設け、発生の防御に努めている。
しかし、何よりも重要なことは、日々の家畜の健康管理
であり、獣医師２名を含め、技術職員らが日夜飼養管理
に勤しんでいる。
　（問題の解答は、１が④、２が①です。）

部局

大学院工学系研究科・工学部

核燃料物質・試験研究炉等安全管理
功労者表彰で文部科学大臣賞を受賞

　2010 年度の「原子力・放射線安全管理功労表彰」の
核燃料物質・試験研究炉等安全管理功労者部門で、大学
院工学系研究科原子力専攻で原子炉管理部長を務める齊
藤勲助手が選ばれ、11 月８日（月）、東海大学校友会館
において文部科学大臣賞の授賞式が行われた。
　「原子力・放射線安全管理功労表彰」は、（財）原子力
安全技術センター、（財）日本分析センター、（社）日本
アイソトープ協会及び（財）核物質管理センターが主催
し、放射線障害防止中央協議会の協賛、文部科学省の後
援を得て、原子力・放射線安全管理功労表彰委員会を設
置し、実施するもので、「原子力・放射線安全に尽力し
て優れた成果を挙げた個人又は団体等を表彰することに
より、関係者の更なる意欲の向上と原子力の安全確保及
び核物質管理に対する国民の理解の増進に資すること」
を目的としており、受賞者には文部科学省から文部科学
大臣賞が贈られる。
　齊藤氏の業績として、「東京大学原子炉「弥生」の運
転維持管理、放射線管理の業務に多年に亘り従事し、同
原子炉を安全に運転することに貢献した。さらに、こう
した業務を通して、多くの学生、大学院生の原子炉及び
放射線に関する安全教育、指導に尽力した」ことがあげ
られている。
　この度の受賞は齊藤氏の永年のご功労が認められたも
ので、たいへん喜ばしいことである。さらに、本学にとっ
ても名誉であり、大きな励ましとなるものである。今後
とも一層のご活躍を期待したい。

表彰を受ける齊藤氏
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受賞した齊藤氏（左）と上坂充原子力専攻長

部局

医科学研究所

医科学研究所で動物慰霊祭行われる

　11 月 11 日（木）11 時から、医科学研究所動物慰霊碑
前において、動物慰霊祭が執り行われた。医科学研究所
では、数多くの動物が研究・実験に供され、医科学研究
の発展に大きく寄与している。
　当日は、清木元治所長の挨拶、甲斐知恵子実験動物研
究施設長の報告があり、引き続いて参列者が動物の霊に
思いをいたし、献花を行った。動物を利用した研究に従
事する研究者を中心に約 350 名の教職員等が参列し、滞
りなく終了した。

慰霊のことばを述べる清木所長

献花する清木所長（中）、甲斐施設長（左）

部局

大学院教育学研究科・教育学部

『愛の労働あるいは依存とケアの正義論』をめぐって
―バリアフリー教育開発研究センターと「ちから研」
共催　ラウンドテーブル開催される―

　11 月 12 日（金）教育学研究科附属バリアフリー教育
開発研究センターと今井康雄教授が代表となっている
「教育における『力』の概念の学際的研究」（以下「ちか
ら研」と略称）グループとの共催により、エヴァ・キテ
イ著『愛の労働あるいは依存とケアの正義論』をめぐる
ラウンドテーブルが開催された。この催しでは、ニュー
ヨーク州立大学のエヴァ・キテイ教授を招き、同書の監
訳者とバリアフリー教育開発研究センターの運営委員及
び「ちから研」関係者を含めた約 60 名の参加者で活発
な議論が行われた。
　まず、司会の川本隆史教授から「依存」や「つながり」
をベースにした平等論の構築という同書のモチーフの重
要性について総括的な整理がなされた後、監訳者の牟田
和恵大阪大学教授からはフェミニズムの歴史的展開にお
ける同書の位置付けに着目して、また同じく監訳者の岡
野八代同志社大学教授からは公共空間において働く排除
の力学への焦点化に着目して、同書への評価がなされた。
　次に、白石さやバリアフリー教育開発研究センター長
から現代社会で失われつつある共同体内のケア関係を再
構築する必要性について、更に山根純佳山形大学講師か
らケアの受け手（子ども・高齢者・障害者等）の利害の
脆弱性に注意を喚起する観点から、それぞれコメントが
あった。
　その後の質疑応答では、「ケアしない（ケアを強制さ
れない）権利」の意義、社会的なサポート体制の必要性
とその哲学的根拠、「自立／依存」という語に含まれる
価値的含意等に関して、キテイ教授を交えて活発な意見
交換が行われ、ラウンドテーブルは盛会のうちに閉会し
た。
　バリアフリー教育開発研究センターでは、今後も「障
碍（バリア）」について掘り下げた研究を行い、来年２
月 19 日には、福武ホールにて当センター主催で第一回
国際シンポジウムを開催する予定である。
（バリアフリー教育開発研究センターのサイト：
http://www.p.u-tokyo.ac.jp/cbfe/）
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エヴァ・キテイ教授

ラウンドテーブルの様子

部局

史料編纂所

第35回史料展覧会を開催

　11 月 12 日（金）・13 日（土）の両日、史料編纂所で
は史料展覧会を開催した。前回の展示会開催は 2005 年
11 月で、今回の展示は５年ぶりとなるものであった。
前回開催ののち、史料編纂所は、書庫をふくめた別館の
耐震補強工事を経験し、その間には、国宝や重要文化財
の貴重史料をふくむ原本の史料を、九州国立博物館にお
預りいただいていた。今回、これら史料原本の復帰を機
に、ホームカミングデーの期日にも合わせて史料展覧会
を開催する運びとなった。展観のスペースは２階 216 号
室。
　展示の内容構成は次のとおりである。①島津家文書（国
宝）、②江戸大地震図巻（国宝）、③溝口家史料（越後新
発田藩主家）、④慶長遣欧使節関係史料、⑤長崎乙名本
山家史料（寄託）、⑥黒船来航関係史料、⑦近江国愛智
庄立券文、⑧拾芥抄（重要文化財）、⑨洞院公賢奏事目録、
⑩小笠原文書、⑪久芳文書・佐藤文書、⑫愚昧記（重要
文化財）、⑬石清水八幡宮歴代社務影紙形、⑭倭寇図巻、
および、史料編纂所史関係史料（参考展示）である。こ

のうち⑦から⑪までは、本研究所編の近刊『東京大学史
料編纂所影印叢書』（2007 ～ 09 年、八木書店）に収録
されている原本史料を展示した。また⑫は、本学経費等
により近年修復が成った重文史料として、展示に供した
ものである。
　また、今回の展示で特筆すべきものとしては、最近急
速に研究が進展した「倭寇図巻」（⑭）がある。従来は
16 世紀の倭寇事件を描いた唯一の画像史料として知ら
れ、日本史教科書に掲載されるなど有名な絵巻であるが、
近年中国にも同様のモチーフを描いた絵巻が存在するこ
とが判明し、史料編纂所では両者の比較研究を目的とし
て、12 日（金）に国際研究集会を開催した（別掲ニュー
ス参照）。中国国家博物館（北京市）所蔵の「抗倭図巻」が、
その比較研究の対象であり、展示会場では、「倭寇図巻」
と「抗倭図巻」それぞれの写真パネルを掲げるとともに、
後者のレプリカをも展示した。また史料編纂所では、今
回この「抗倭図巻」複製を寄贈いただいた、国家博物館
副館長の陳履生氏ら一行を、この機会にあわせ招聘した。
　展覧会初日の 12 日 11 時には、本学の濱田総長が見学
のため来所するとともに、陳履生副館長らと親しく面談
した。さらに展示会場では、国家博物館所蔵「抗倭図巻」
の内容について、濱田総長が陳副館長から直接の説明を
受けた。
　会期両日あわせての入場者数は 920 人ほどで、盛況で
あった。

総長、パネル写真の説明を陳副館長に受ける
（史料編纂所内の展示会場にて）

部局

史料編纂所

絵巻「倭寇図巻」・「抗倭図巻」比較
検討のため、国際研究集会を開催

　11 月 12 日（金）の 14 時より 17 時まで、史料編纂所は、
同所附属の画像史料解析センターとの共催により、国際
研究集会《比較研究：「抗倭図巻」と「倭寇図巻」》を、
所内の大会議室にて開催した。三本の報告がなされ、久
留島典子センター長の司会により、活発な質疑・意見交
換がおこなわれた。参加人数は約 100 人。
　史料編纂所に「倭寇図巻」と呼ばれる絵巻が所蔵され
ている。これは、16 世紀半ばに中国沿海部を襲った倭
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寇と明軍との合戦を描いたもので、倭寇を描いた他に類
例をみない貴重な図像として、中学・高校用歴史教科書
の多くにも掲載されるなど、従来広く知られてきたもの
である。近年、北京市の中心に所在する中国国家博物館
に、「抗倭図巻」という絵巻が所蔵されていることがわ
かった。史料編纂所蔵「倭寇図巻」と非常によく似た画
面構成をもち、図柄も類似していることから、両者は密
接な関係を有するのではないかと想定された。史料編纂
所では同館の理解と協力の下、覚書を締結して「倭寇図
巻」・「抗倭図巻」のデジタル画像を交換し、国際共同研
究のプロジェクトを企画した。その第一歩として、中国
国家博物館より陳履生副館長ら一行を招聘し、二つの絵
巻を学術的に比較検討することを目的として、研究集会
を開催したものである。
　まず第一報告として、史料編纂所より須田牧子助教が
立ち、二つの絵巻についての基本的な事実関係や研究史
を押さえた上で、新たな知見についての発表をおこなっ
た。史料編纂所技術部の写真室スタッフにより行なわれ
た赤外線撮影により、「倭寇図巻」・「抗倭図巻」の両方
から、肉眼で判読できない文字の存在が明らかとなった。
この新たに発見された文字により、両絵巻の歴史的な性
格を解明するための重要な手がかりが得られる、との論
旨であった。
　第二報告では、明代史を専攻する中国国家博物館の朱
敏副研究館員により、「抗倭図巻」の図柄について詳細
な分析が行なわれ、同史料が描いている具体的な事件、
および描かれた背景について仮説が提示された。最後に
陳履生副館長が報告に立ち、主として中国美術史上の見
地から、周辺作品も紹介しつつ二つの絵巻を比較し、共
通点や特色についての指摘をおこなった。従来中国美術
史研究では、こうした作品は充分に取り上げられてこな
かったが、「抗倭図巻」等のごとく、社会的機能を担っ
た図像の研究が今後は必要となる、とも述べられた。こ
れら三報告を通じ、「倭寇図巻」・「抗倭図巻」への理解
は飛躍的に深まったといえよう。
　今回の研究集会は、史料編纂所開催の史料展覧会（別
掲ニュース参照）において、これら二つの「図巻」を展
示する機会に合わせ、開催されたものである。国家博物
館より史料編纂所に寄贈いただいた「抗倭図巻」の複製
を、「倭寇図巻」とあわせ展示することができた。
　今後、史料編纂所は、「日本史史料の研究資源化に関
する研究拠点」として、共同研究計画を組織し、引き続
き国際的な比較研究を継続・推進する予定である。

報告中の陳履生副館長（史料編纂所にて）

赤外線撮影による『倭寇図巻』（部分）、「弘治四年」の年記が読め
る

部局

生産技術研究所

ツァヒャー・エルベグドルジ　モンゴル
国大統領、安田講堂にて講演

　11 月 16 日（火），ツァヒャー・エルベグドルジ モン
ゴル国大統領が本学を訪問され、本研究所主催の講演会
として安田講堂において開催された。演題は「開発と自
然環境」で、約 30 分間に渡り、モンゴル国の環境およ
び資源開発に関して講演が行われた。
　安田講堂の一階部分が満席となる約 700 名を超える参
加者が集まり、耳目を傾けた。
　モンゴル国は、遊牧民が自由に渡り歩く移動牧畜がよ
く知られ、その生活スタイルは、現在の地球環境の変化
を著しく感じやすい。いまでは都市環境が整備され、そ
の様式もだいぶ様変わりしたようである。人口が約 250
万人であるのに対し、家畜数が約 3000 万といった棲息
個体割合なども特徴的で、草食家畜用のバイオ緑化整備
も急務となっている。また，いま話題のレアアースなど
の資源開発において、世界的に注目を集める国のひとつ
となっている。合金鋼成分であるモリブデンや石炭の開
発が推進されている。
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　今回、大統領の主な来日目的は、日本との「戦略的パー
トナーシップ」を締結すべく、日本政府との関係強化を
望んでのものである。講演では、日本をロシア、中国に
次ぐ第三の重要な隣国として位置づけ、積極的な投資と
資源開発／鉱山探索の協調を呼びかけられた。講演中、
「もう既に目覚ましのベルが鳴っている」といった独特
の表現で、特に日本企業からのモンゴル国来訪を期待し
ているとのことであった。演題にもあるように開発と環
境保全の両立を目指さねばならないと強調され、そのた
めの日本からの協力、両国の戦略的互恵関係の構築を目
指したいと語られた。
　講演終了後、質疑応答が行われ「東京大学の学生との
対話を楽しみにして来た」と仰られた通り、聴講学生か
らの質問に予定時間を過ぎても大統領自ら指名し質問を
お受けになられていた。
　質疑応答終了後、濱田純一総長より、記念品贈呈が行
われ、盛会のうちに終了した。
　モンゴル国と言えば、モンゴル相撲。引退した朝青龍
関、そして大統領来日まで連続勝ち星の記録を打ち立て
ていた白鵬関など。それに青い空、広大な緑の大地であ
る。地球規模で広がる環境問題に国境は無く、振り返り
見れば地球上の資源には限りがあるが、生活の知恵を共
有し自然を享受することに関して学ぶべきところの多い
隣人の話には最後まで興味が尽きなかった。この場をお
借りして、警備や事前準備に当たられた多くの事務職員
の方々に御礼を申し上げたい。

講演を行うツァヒャー・エルベグドルジ モンゴル国大統領

講演会会場の様子（安田講堂内）

部局

医科学研究所

技術職員研修（分子医科学関係）を
開催

　東京大学技術職員研修（分子医科学関係）が 11 月 17
日（水）～ 19 日（金）に医科学研究所で行われた。こ
の研修は、医学部と医科学研究所とで毎年交互に開催さ
れているもので、技術職員の実行委員を中心にテーマの
選定や研修の企画・運営が行われている。
　今年は「プロテオミクスから創薬へ向けた医科学研究」
をテーマに、質量分析計を使用した実習と関連する５つ
の講義が提供された。
　実習では、培養細胞からの質量分析サンプルの調製（タ
ンパク質試料の還元アルキル化、酵素消化）から始め、
次世代型質量分析計で高速ショットガン解析を行い、翌
日解析ソフトを利用してリン酸化タンパク質に関する翻
訳後修飾部位を網羅的に同定するという手法を、研修参
加者が実際に手を動かして体験した。
　また、「プロテオミクスが解き明かす生命システムの
新たな全体像」、「疾患プロテオミクス研究の最前線」、
「nanoLC/MSおよびnanoLC/MALDIシステムの紹介」、
「質量分析装置を応用した先端プロテオミクスと応用
例」、「医療展開を指向した蛋白質相互作用解析」と題す
る講義では、プロテオミクス解析の基礎から応用までが
紹介された。講義は、技術職員研修受講者以外にも、質
量分析計を実際に使用している、もしくはこれから使お
うと計画している技術職員をはじめ、ポスドク、大学院
学生、技術補佐員等からも多数の聴講があり、質疑応答
も活発に行われた。参加者からは、「質量分析計を用い
た研究の実例や、これからの可能性について紹介してい
ただけたので、大変勉強になった。」などの意見が寄せ
られた。

尾山大明特任助教（現・准教授）による講義
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質量分析計を使用した実習

集合写真

部局

大学院農学生命科学研究科・農学部

学生による農学部ガイダンスブックが完
成

　農学部では、学生有志が主体となって農学部の活動を
紹介する冊子「学生による農学部ガイダンスブック」を
不定期に作成しており、今回その３回目となるガイダン
スブックが完成した。読者対象は進学振分けを控えた教
養学部１・２年生がメインであるが、高校生や一般の方
にも楽しんでもらえる内容となっている。農学の魅力を
伝え、多くの人に農学部に関心を持ってもらえるように、
構想から原稿作成・レイアウトまで学生主体で作りあげ
た。教員や事務で作成した硬い文言が並ぶオフィシャル
本ではなく、学生目線で自分の専修（学科）を紹介する
ところが、この本のポイントである。今回は内容を全面
的にリニューアルし、学生が気合いを入れて作成した。
農学部というと「農業｣ というイメージにとらわれがち
であるが、実際に農学部が扱うテーマは非常に幅広く、
環境、食糧、バイオマス、生物多様性、微生物、食の安
全といった昨今話題のトピックは、まさに農学部のメイ
ンフィールドである。本書により多くの人に農学の魅力
が伝わることを願っている。

完成したガイダンスブックの表紙と学生メンバー
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キャンパス

本部学務課

平成 22 年 11 月１日現在学生数　
―学部学生 14,112 人、大学院学生 13,833 人、研究生等 945 人―キキャンパス

ニュース
　本学では、毎年５月と 11 月の年２回、同月１日現在の学生数を調査し「学内広報」に掲載している。本年 11 月 1 日現在の学生数は次のとおりである。
なお、標題の「研究生等」とは学部研究生、学部聴講生、大学院外国人研究生、大学院研究生、大学院特別研究学生及び大学院科目等履修生の合計である。

平成２２年１１月１日現在　学部学生・研究生・聴講生数調
 

種別 在籍者 

在籍者のうち、　

外国人学生及び休学者

（再掲） 研　究　生

研究生のうち 

外国人

（再　掲）

聴講生

入進学

年度別
平成22年度 平成21年度

平成20年度

(以 前)
平成19年度

平成18年度

以　前
小　　計 合　計 外国人学生 休　学　者

 学部・課程別  　　性別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

前期課程・教養学部 2,549 605 2,550 589 242 29 5,341 1,223 6,564 112 59 171 20 8 28 ― ― ―

後

期

課

程

法学部 344 82 327 95 159 35 830 212 1,042 16 7 23 19 3 22 ― ― 12 2 14

医
医学科 84 16 85 17 85 15 79 18 17 0 350 66 416 6 0 6 9 2 11

24 11 35 1 0 1 ―
健康総合科学科 9 14 11 5 0 4 20 23 43 0 1 1 0 0 0

工学部 903 101 901 83 155 7 1,959 191 2,150 63 17 80 38 4 42 18 9 27 11 7 18 12 2 14

文学部 260 102 251 123 129 58 640 283 923 10 4 14 26 10 36 0 3 3 0 0 0 ―

理学部 275 35 272 31 51 1 598 67 665 14 5 19 10 0 10 3 0 3 0 0 0 3 0 3

農学部
193 56 187 48 39 2 419 106 525 10 3 13 6 1 7 4 1 5 2 1 3 0 0 0

17 15 17 16 18 16 20 11 4 1 76 59 135 1 1 2 2 1 3 0 0 0 0 0 0 ―

経済学部 297 54 299 54 76 16 672 124 796 14 11 25 15 2 17 ― ― 2 0 2

教養学部 108 60 121 57 53 29 282 146 428 9 4 13 6 7 13 4 5 9 0 0 0 11 17 28

教育学部 56 45 61 44 25 8 142 97 239 2 2 4 3 2 5 4 2 6 0 0 0 ―

薬学部
69 23 56 23 0 0 125 46 171 8 4 12 1 0 1 3 0 3 0 0 0 0 0 0

6 2 5 2 11 4 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

小計 2,615 603 2,594 598 795 193 99 29 21 1 6,124 1,424 7,548 153 59 212 135 32 167 60 31 91 14 8 22 40 21 61

合計 5,164 1,208 5,144 1,187 1,037 222 99 29 21 1 11,465 2,647 14,112 265 118 383 155 40 195 60 31 91 14 8 22 40 21 61

　備　考 )　 1.　農学部の上段は獣医学課程を除く各課程の合計数を、下段は獣医学課程の数を示す。
　　　　 　 2.　薬学部の上段は薬学科（6年制）を除く各課程の合計数を、下段は薬学科（6 年制）の数を示す。
　　　　　  3.　平成 20 年度 (以前 )の欄については、医学部医学科・農学部獣医学課程・薬学科（6年制）は平成 20 年度入進学者のみ、
　　　　　　  　他の学部学科は平成 20 年度以前の入進学者数を示す。
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　平成２２年１１月１日現在　大学院学生・研究生・外国人研究生数調
研

究

科

等

名

種　別 在　　　　　　　　籍　　　　　　　　者 在籍者のうち 在籍者のうち 大　学　院

外　国　人

研　究　生

大　学　院

研　究　生

特　別

研究学生

課程別 修  士  及  び  専  門  職　学　位  課  程 博　　　　　士　　　　　課　　　　　程 　 外国人学生（再掲） 休学者（再掲）

入進学

年　度
22 年度

21 年度

（以　前）

20 年度

以　前
小　　計 計 22 年度 21 年度 20 年度

19 年度

以　前
小　　計 計

合 修士(専門職学位)

課程

博　士

課　程

修士(専門職学位)

課程

博　士

課　程計 計 計

性　別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 計 男 女 計 男 女 計

人文社会系
80 48 65 58 34 26 179 132 311 46 35 43 34 53 31 142 112 284 212 496 807 19 27 31 48 125 8 9 86 74 177 30 38 68 7 3 10 1 0 1

(3) (3)

教　育　学
44 47 53 39 11 7 108 93 201 22 25 29 30 27 18 47 61 125 134 259 460 4 10 3 32 49 7 4 30 45 86 3 12 15 1 10 11 1 2 3

(1) (1) (2) (2)

法学 

 政治学

総合法政
11 7 10 10 1 0 22 17 39 7 6 11 10 8 10 21 22 47 48 95 134 11 14 13 25 63 0 2 8 8 18 11 9 20 0 0 0 0 1 1

(1) (1)

法曹養成 〔159〕 〔70〕 〔181〕 〔89〕 〔59〕 〔61〕 〔399〕 〔220〕 〔619〕 - - - - - - - - - - - 〔619〕 〔6〕 〔5〕 - - 〔11〕 〔6〕 〔9〕 - - 〔15〕 - - - - - - - - -

経  済  学
69 16 49 9 15 2 133 27 160 13 3 25 5 17 4 29 13 84 25 109 269 18 14 4 4 40 5 0 27 13 45 2 2 4 5 0 5 0 0 0

総 合 文 化
135 98 139 96 45 46 319 240 559 93 49 103 65 82 69 176 143 454 326 780 1,339 21 50 56 85 212 21 26 111 97 255 21 41 62 9 3 12 5 2 7

(4) (2) (6) (5) (2) (7)

理　学　系
299 59 297 57 19 3 615 119 734 146 26 138 36 124 29 71 24 479 115 594 1,328 25 6 24 14 69 17 3 11 8 39 6 6 12 10 3 13 9 3 12

(1) (1) (3) (1) (4)

工学系

872 132 832 120 96 11 1,800 263 2,063 290 62 305 69 211 60 121 31 927 222 1,149 3,212 258 103 373 133 867 57 4 42 19 122 97 43 140 11 4 15 16 8 24

(3) (1) (4) (7) (7) (14)

原子力 〔16〕 〔2〕 〔18〕 〔0〕 〔18〕 - - - - - - - - - - - 〔18〕 〔0〕 〔0〕 - - 〔0〕 〔0〕 〔0〕 - - 〔0〕 - - - - - -

農学生

命科学

農　学
202 101 201 97 22 5 425 203 628 73 60 82 56 75 31 52 19 282 166 448 1,076 27 36 61 83 207 10 5 16 17 48 19 26 45 7 9 16 10 12 22

獣医学
- - - - - - - - - 17 12 15 7 13 5 9 4 54 31 85 85 - - 10 16 26 - - 0 1 1 0 1 1 5 2 7 0 1 1

3

医学系

医　学
- - - - - - - - - 136 65 121 52 136 57 107 61 536 254 790 790 - - 42 30 72 - - 32 20 52 7 1 8 0 0 0 19 5 24

36 19 (3) (3)

保健学
13 41 11 44 1 9 25 94 119 12 26 9 36 13 27 3 21 37 110 147 266 8 26 11 23 68 2 10 3 19 34 5 7 12 1 2 3 0 0 0

医科学
16 11 14 9 1 1 31 21 52 - - - - - - - - - - - 52 0 2 - - 2 1 1 - - 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0

公共健

康医学

〔14〕 〔14〕 〔6〕 〔9〕 〔0〕 〔2〕 〔20〕 〔25〕 〔45〕 - - - - - - - - - - - 〔45〕 〔1〕 〔3〕 - - 〔4〕 〔0〕 〔1〕 - - 〔1〕 - - - - - - - - -

薬　学　系
68 17 63 35 3 1 134 53 187 46 15 45 14 41 11 8 4 140 44 184 371 3 3 9 9 24 6 3 4 0 13 3 3 6 4 0 4 6 6 12

(1) (6) (7)

数 理 科 学
42 1 37 1 8 0 87 2 89 26 0 19 1 17 1 4 0 66 2 68 157 9 0 9 1 19 0 0 2 0 2 2 1 3 1 0 1 0 0 0

新領域創成科学
348 103 358 114 42 19 748 236 984 112 44 101 34 90 37 54 23 357 138 495 1,479 53 57 68 39 217 15 13 12 8 48 11 8 19 4 3 7 7 7

(1) (1)

情報理工学系
194 15 202 11 23 1 419 27 446 77 8 62 5 70 5 28 3 237 21 258 704 58 15 85 8 166 14 0 14 1 29 21 8 29 1 0 1 7 3 10

(7) (3) (10)

学 際 情 報
55 34 54 34 23 4 132 72 204 21 18 16 20 22 10 33 21 92 69 161 365 20 27 20 31 98 6 8 16 10 40 17 28 45 1 0 1 0 0 0

(1) (1)

公共政策学
〔77〕 〔46〕 〔63〕 〔34〕 〔29〕 〔8〕 〔169〕 〔88〕 〔257〕 - - - - - - - - - - - 〔257〕 〔11〕 〔16〕 - - 〔27〕 〔4〕 〔1〕 - - 〔5〕 - - - - - - - - -

合   　　計
2,448 730 2,385 734 344 135 5,177 1,599 6,776 1,137 454 1,124 474 999 405 941 584 4,201 1,917 6,118 12,894 534 390 819 581 2,324 169 88 414 340 1,011 255 234 489 67 39 106 81 43 124

〔266〕 〔130〕 〔252〕 〔132〕 〔88〕 〔71〕 〔606〕 〔333〕 〔939〕 - - - - - - - - - - - 〔939〕 〔18〕 〔24〕 - - 〔42〕 〔10〕 〔11〕 - - 〔21〕 - - - (12) (4) (16) (24) (25) (49)

備　考
　１．専門職学位課程は、〔　〕書きで示し外数である。
　２．農学生命科学研究科、医学系研究科の下段学生数は、平成18年度以前の入学者を示し、外数である。
　３．修士及び専門職学位課程の21年度（以前）の欄については、工学系研究科原子力専攻は平成21年度以前の入学者、他の研究科（教育部）の専攻は平成21年度入学者を示す。
　４．大学院研究生、特別研究学生欄の（　）内は、外国人を示し内数である。
　５．外国人学生には在日外国人を含む。
　６．大学院科目等履修生の数
　　　教育学研究科の大学院科目等履修生（44人）、法学政治学研究科(法曹養成）の大学院科目等履修生（8人）、工学系研究科の大学院科目等履修生（0人）、薬学系研究科の大学院科目等履修生（17人）、情報理工学系研究科の大学院科目等履
　　　修生（1人）、公共政策学教育部の大学院科目等履修生（4人）
　７．情報学環教育部研究生（142人）
標題の「研究生等」とは学部研究生、学部聴講生、大学院外国人研究生、大学院研究生、大学院特別研究学生及び大学院科目等履修生の合計である。
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公共交通としてバスを本格的に普及拡大す
ることが必須であり、高速バスによる輸送
（bus rapid transit）の導入なども検討され
てよいと考えられます。この点は、東南ア
ジアの都市部に共通する課題といえます。
　ラオス、タイ両国とも今後は大きなエネ
ルギー需要が見込まれます。これまで先進
国がとってきたエネルギー政策も、両国の
エネルギー政策形成の参考になりますが、
再生可能エネルギーや新しいシステムによっ
てバイパス出来る技術もたくさんあります。
産業政策との相互影響を考慮に入れ、低炭
素と経済成長を共に実現するエネルギー効
率化ロードマップが必要不可欠です。
　プロジェクトメンバーは今回の現地調査を
受けて、今後さらに本格的な調査を実施し
ます。エネルギー効率化の定義と目標設定
の様式を明らかにしながら、どのような技
術や制度が促進されうるのか、当センター
の研究成果を活かして幅広く経済的、社会
的影響のアセスメントを行い、ロードマップ
の策定に貢献していきます。

http://pari.u-tokyo.ac.jp

15vol. Policy + alt
ポリシーアルト

※ この連載では、政策ビジョン研究センターが現在最も重要視しているトピックスを中心に、そのときどきのホットニュースを、当センターの取り組みの様子、活動状況などと共にご紹介していきます。

ラオス、タイ訪問調査

　本年７月の東アジア首脳会議エネルギー
大臣会合において、東アジア諸国における
エネルギー効率化ロードマップ (Energy 
Efficiency Roadmap) に向けた合意がなさ
れました。これを受けて当センターは「国際
機関 東アジア・ASEAN 経済研究センター」
とともに、ラオス、タイを対象としたエネ
ルギー効率化ロードマップ策定プロジェクト
を開始します。その事前調査として本プロ
ジェクトメンバーは11月、ラオス（ビエンチャ
ン）、タイ（バンコク）に赴き、ラオス国
エネルギー・鉱物省やタイ国エネルギー資
源、内閣官房、環境、交通の関係部局や、
当地で再生可能エネルギーの普及を進める
NGOを訪問し聞き取り調査を実施しました。
　ラオスでは鉱業、輸送業、観光業の成長
が目覚ましい一方で、生活向上のためのエネ
ルギー供給体制の整備が待たれています。

研究会開催報告

　当センター技術ガバナンス研究ユニットでは、
科学技術の現場ではどのような社会的課題を
抱えているのかを分野横断的に把握し、科学
技術に関わる多様な社会的価値とそのガバナン
スのあり方について包括的な知見と視点を得る
ことを目的とし、「科学技術ガバナンス研究会」
を開催してまいりました。
　本年 4 月から 7 月にかけての第一期は、研
究会を計 13 回開催し、各分野で活躍されてい
る自然科学系研究者から意見を伺うとともに、
政策研究者との議論を行いました。7月3日には

鈴木寛文部科学省副大臣をお招きし、これまで
の議論を総括する公開講演会を開催しました。
講演会では、科学技術ガバナンスの課題として、
意思決定のあり方とテクノロジーアセスメントの
役割、日本の科学技術戦略の方向性、そして
システム構築や人材育成が挙げられました。こ
れを受けたディスカッションでは、制度論に偏
重せず、文科省のサイト「熟議カケアイ」や各
種データの積極的な公開を通じてシステムから
プロセスへと着眼点を移していく必要性、市民
側のインフォーマルな公共圏をオープンな公共
圏と連動させる可能性などが議論されました。
　来年2月までの第二期は、幹細胞研究やレア
アースなど話題性の高い科学技術を取り上げ、
専門家を招いてのヒアリングを継続しています。

これまでに開かれた研究会一覧
【第一期】    
① 4/21　坂井 修一／情報理工学系研究科教授 
② 4/23　中須賀 真一／工学系研究科教授 
③ 5/11　五神 真／理学系研究科教授 
④ 5/14　片岡 一則／工学系研究科教授 
⑤ 5/18　渋谷 健司／医学系研究科教授 
⑥ 5/21　下山 勲／情報理工学系研究科教授 
⑦ 5/24　柳瀬 唯夫／経済産業省産業再生課課長
⑧ 5/25　豊島 聰／（独）医薬品医療機器総合機構 シニアアドバイザー
⑨ 5/31　山地 憲治／（財）地球環境産業技術研究機構 理事・研究所長
⑩ 6/7　  唐木 英明／日本学術会議副会長 
⑪ 6/10　薬師寺 泰蔵／（財）世界平和研究所 
⑫ 6/11　木村 貴文、青井 貴之、川上 雅弘／京都大学 iPS 細胞研究所
⑬ 7/3　  鈴木 寛／文部科学副大臣　※公開講演会
【第二期】    
⑭ 11/18　仙石 慎太郎／京都大学 iCeMS 准教授
⑮ 11/26　原田 幸明／物質・材料研究機構 元素戦略センター長

研究会の最新情報、参加方法はHPをご確認ください。

ラオスの新エネルギー関連企業へヒアリング。水力発電が主要なエネルギー供給源となっている。

電線がスパゲティ状に絡まっていて、送電効率を落としている。

現時点では、エネ
ルギー効率化につ
いてのマスタープラ
ンや法律は存在し
ませんが、産業、輸
送業はもとより、家
庭におけるエネル
ギー等も対象として
検討されています。
エネルギー供給については、都市部や主要
地域では国の基幹エネルギーである大型水
力を中心に、発電施設の増設で対応してい
ますが、アルミニウム産業の動向により需
要が大きく左右される点が課題となってい
ます。国境付近の遠隔地については、主に
タイからの電力輸出入で対応しているほか、
ベトナムや中国ともグリッドは連結してお
り、近隣諸国とのエネルギーの相互依存は
深まっています。住宅では薪に代わるもの
として新型の調理用ストーブが開発・導入
されつつあり、家庭の照明やエアコンにお
ける省エネルギー化も少しずつ進んでいま
す。再生可能エネルギーの導入についての
補助金制度も設けられているようでした。
　タイでは運輸セクターが最もエネルギー
消費量が多いこともあり、関連技術のロー
ドマップを描くことが重要と思われます。こ
の前提として、とりわけ都市部においては、
交通渋滞の解消や信号機の整備、乱雑な
配線となっている市内の電線の合理化な
ど、新たな都市計画の必要性があります。

35No.1407   2010. 12. 17



36 No.1407   2010. 12. 17



37No.1407   2010. 12. 17



38 No.1407   2010. 12. 17



39No.1407   2010. 12. 17



40 No.1407   2010. 12. 17

　

お知らせ
お知らせ
大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第 534(12 月１日 ) 号の発行
 ――教員による、学生のための学内新聞――

　「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15 号館ロビー、図書館ロビー、生協
書籍部、駒場保健センターで無料配布しています。バッ
クナンバーもあります。
　第 534 号の内容は以下のとおりとなっていますので、
ぜひご覧ください。

川島真　：日中関係を考える―尖閣列島問題によせて
金子邦彦：2010 年のピンボール―村上春樹（1973）
　　　　　でなくワディントン（1957）の主題で―
柳原大　：不整地歩行のススメ
瀬地山角：GENKI BOOKS 始まりました！
嶋田正和：改装された学際交流ホールと記念演奏会
木村秀雄：IARUグローバル・サマー・プログラム
小野秀樹：〈時に沿って〉語学「家」になった私
梶谷真司：〈時に沿って〉迷いなき彷徨
周防諭　：〈時に沿って〉自己紹介
森山崇　：〈時に沿って〉道
学部報委員会：コーナーストーン

お知らせ
大学院農学生命科学研究科・農学部

演習林の広報誌「科学の森ニュースNo.52」
の発行

　「科学の森ニュース」は３ヶ月に１回発行している演

習林の広報誌で、12 月 10 日（金）に No.52 を発行しま
した。演習林の最近の話題を始め、動植物や名所・名物
を紹介するシリーズも載っています。広報センター、農
学部正門、農学系事務部、弥生講堂等で配布している他、
演習林のホームページからもご覧になれます。

～ 科学の森ニュース No.52 目次 ～
【トピックス】
　湖畔広場に新しい東屋ができました

富士演習林
市民公開セミナー「森林環境の保全と持続的な木材生産
～初秋の演習林を訪ねて～」が開催されました

北海道演習林
　秋の自由見学日

秩父演習林
　温室特別公開日

樹芸研究所
【クローズアップ】
　地域交流紹介（教育編）－君津青葉高校－

千葉演習林　軽込 勉
【演習林のイベントダイジェスト】
【科学の森の動植物紹介】
　オオシマザクラ　　　　　　　　　　　　樹芸研究所
【名所・名物案内】
　秋の猪ノ川渓谷　　　　　　　　　　　　千葉演習林

演習林のホームページ
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/

お知らせ
情報基盤センター

「はじめての医学系論文の探し方」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

　年の初めに講習会に参加して、論文の探し方や便利な
文献管理ツールの使い方をマスターしましょう！
　情報基盤センター図書館電子化部門では、“情報探索
ガイダンス”各種コースを実施しています。
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　実際にパソコンを操作しながら実習するので、わかり
やすいと大変好評です。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。
　※どのコースも自宅からの利用方法の説明を含みま
す。

■ 1/18（火）16:00 ～ 17:00　はじめての論文の探し方
　「文献検索は初めて」という初心者向けにゆっくり
と、文献リストの読み取り方、図書、雑誌、日本語論文
（CiNii）、英語論文（Web of Science）の基本的な探し
方を実習します。（「文献検索早わかりコース」参加者は
受講不要）

■ 1/20（木）15:00 ～ 16:00　EndNote Web を使うには？
　Web 版の文献管理ツール「EndNote Web」の基本的
な使い方を説明します。データベースからのデータの取
り込み方、参考文献リストの自動作成方法などを実習し
ます。

■ 1/21（金）12:10 ～ 12:40
　国内の新聞記事を探すには？
　（30 分のクイック講習会）
　朝日新聞、毎日新聞、読売新聞の記事の探し方をまと
めてコンパクトにご紹介します。

■ 1/26（水）16:00 ～ 17:00
　はじめての医学系論文の探し方（医中誌Web と
PubMed）
　【新コース】
　初心者向け。医学部以外の方も歓迎です。医学・薬学・
獣医学・看護学・社会医学までカバーする国内の医学文
献データベース「医中誌Web」と、世界最大の医学系デー
タベースMEDLINE の無料版「PubMed」の基本的な
検索方法を実習します。（医学図書館の「医学系文献検
索入門」参加者は受講不要）

■ 1/28（金）15:00 ～ 16:00　RefWorks を使うには？
　Web 版の文献管理ツール「RefWorks」の基本的な使
い方を説明します。データベースからのデータの取り込
み方、参考文献リストの自動作成方法などを実習します。

月 火 水 木 金
1/3 1/4 1/5 1/6 1/7
1/10 1/11 1/12 1/13 1/14
1/17 1/18

16:00-17:00
はじめて
の論文の
探し方

1/19 1/20
15:00-16:00
EndNote Web
を使うに
は

1/21
12:10-12:40
国内の新
聞記事を
探すには

1/24 1/25 1/26
16:00-17:00
はじめて
の医学系
論文の探
し方
（ 医 中 誌
W e b と
PubMed）

1/27 1/28
15:00-16:00
RefWorks
を使うに
は

1/31

●会場：本郷キャンパス総合図書館１階講習会コーナー

●参加費：無料

●予約不要　各回先着 12 名。直接ご来場ください。

●ご希望の日時・内容でオーダーメイド講習！
　オーダーメイドの講習会を、随時承っています。（無料）
　詳細は下記サイトをご参照ください。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）

● Litetopi メールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
下記アドレスまでメールでご連絡ください。（無料）

literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：
　学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 
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（* は @に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html
（ツイッター　http://twitter.com/gacos_todai）

お知らせ
保健・健康推進本部

年末年始の業務について

　保健・健康推進本部（各地区保健センター）では、年
末年始期間中（12/28 ～ 1/4）は、通常の診療日程を変
更して、業務を行います。ご利用の際にはご面倒でも必
ずホームページや電話等で確認のうえ、お越しくださる
ようお願いします。
　お手数をかけしますが、よろしくお願いします。

【お問合わせ先】
　保健・健康推進本部のホームページ
　URL: http://www.hc.u-tokyo.ac.jp/
　本郷地区事務室　内線：22575 外線：03-5841-2575
　駒場地区事務室　内線：46080 外線：03-5454-6080
　柏地区事務室　　内線：63040 外線：04-7136-3040

お知らせ
本部広報課

広報センターの年末年始休館のお知らせ

　広報センターは今年９月、開設満 15 周年を迎えまし
た。ここまで続けられましたのは、多くの皆さまのおか
げと感謝いたしております。本当にありがとうございま
した。来年も、ご指導とご協力をいただけますようどう
ぞ宜しくお願いいたします。

　なお、年末年始は下記のとおり休館いたします。
　12 月 28 日（火）～　１月４日（火）
　＊年始は、１月５日（水）10 時より開館いたします。

お知らせ
本部入試課

平成 23 年度入学者募集要項配付

　平成 23 年度の本学の入学者募集要項が決定し、11 月
13 日（土）から入学志願者に配付されている。

募集要項配付場所
「本郷地区」
　正門、赤門、広報センター（龍岡門）、

　コミュニケーションセンター（赤門脇）、
　東大生協（安田講堂売店、書籍部）
「弥生地区」
　農正門
「駒場地区」
　教養学部正門、コミュニケーションプラザ北館１階
　生協購買部

※ 東京大学Web サイトからも請求できる。

テレホンサービス
　募集要項の請求方法（郵送）、出願状況（出願者数及
び倍率）並びに追加合格の有無等について、テレホンサー
ビス（電話番号：03-3818-9900）を行う。

　募集人員、試験期日、試験場、合格発表日などは次の
とおりである。

募集人数

募集人員（人） 前期日程（人） 後期日程（人）

文 科 一 類

3,063

401

100
文 科 二 類 353
文 科 三 類 469
理 科 一 類 1,108
理 科 二 類 532
理 科 三 類 100

計 3,063 2,963 100

出願期間
　平成 23 年１月 24 日（月）～平成 23 年２月２日（水）
まで

試験日 
　前期日程  平成 23 年２月 25 日（金）・26 日（土） 
　後期日程  平成 23 年３月 13 日（日）
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試験場
　前期日程

科　類 試　験　場

文 科 一 類
文 科 二 類
文 科 三 類

東京大学　教養学部

理 科 一 類
理 科 二 類
理 科 三 類

東京大学
法・文・経済・教育・
薬・医・理・工の各学部

東京大学　農学部

　後期日程

科　類 試　験　場

全科類　　　　　　
（理科三類を除く） 東京大学　法学部

合格者発表
○ 第 1 段階選抜合格者発表
　前期日程
　平成 23 年２月９日（水）13 時ごろ、本郷地区キャン
パス内（弓道場前）に合格者の大学入試センター試験「試
験場コード」及び「受験番号」を掲示する。

　後期日程
　平成 23 年３月 10 日（木）13 時ごろ、本郷地区キャ
ンパス内（弓道場前）に合格者の大学入試センター試験
「試験場コード」及び「受験番号」を掲示するとともに、
合格者には電子郵便（レタックス）により「合格通知書」
を、また、不合格者には、「不合格通知書」を送付する。  

○ 合格者発表
　前期日程
　平成 23 年３月 10 日（木）13 時ごろ、本郷地区キャ
ンパス内（弓道場前）に合格者の第２次学力試験受験番
号を掲示するとともに、合格者には電子郵便（レタック
ス）により「合格通知書」を送付する。

　後期日程
　平成 23 年３月 23 日（水）13 時ごろ、本郷地区キャ
ンパス内（弓道場前）に合格者の第２次学力試験受験番
号を掲示するとともに、合格者には電子郵便（レタック
ス）により「合格通知書」を送付する。

　〈不測の事態が発生した場合の諸連絡〉
　災害等により不測の事態が発生した場合，本学入学者
選抜に関する情報提供は次のWeb サイト等により行う
ので，出願及び受験の直前は特に注意すること。
【東京大学トップページ ＞ 東京大学［受験生の方へ］】
http://www.u-tokyo.ac.jp/index/k00_j.html

お知らせ
本部入試課

平成 23 年度入試に伴う臨時措置（本郷キャ
ンパス）について

Ⅰ　平成 23 年度大学入試センター試験及び第２次学力
試験（前期日程）の実施に伴う入構制限等の臨時措置（本
郷関係）について

　平成 23 年度の大学入試センター試験（平成 23 年１月
15 日（土）、16 日（日））及び第２次学力試験　前期日
程（平成 23 年２月 25 日（金）、26 日（土））の実施の
ため、次のとおり入構制限等の臨時措置をとることとす
る。

１．授業の休止
（1）大学入試センター試験
平成 23 年１月 14 日（金）
　試験場準備のため、試験に使用する教室について、原
　則として午後の授業は休止する。
（2）第２次学力試験（前期日程）
平成 23 年２月 24 日（木）
　試験場準備のため、試験に使用する教室について、原
　則として午後の授業は休止する。
平成 23 年２月 25 日（金）
　試験当日のため、授業は休止する。

２．試験場区域
試験場区域を次のとおり設定する。
（1）本郷区域（本郷地区から本部棟・附属病院・第二食
堂建物・環境安全研究センターを除く区域）
（2）農学部区域（弥生地区から地震研究所・農学部グラ
ウンド・野球場を除く区域）
（3）ただし、大学入試センター試験にあっては、「（1）
本郷区域」のみとし、（1）及び（2）の区域に通じる陸
橋は封鎖する。

３．入構制限等
（1）入構許可
　試験当日は、「受験者」、「本学教職員」、「研究のため
に特に入構を必要とする本学学生 ･研究生」及び「特に
入構を許可された者」は入構できるが、その他の者の試
験場区域への入構は禁止する。
　なお、入・出構の際は、警備担当者の指示に従うこと。
　また、試験場区域においては、試験の妨げにならない
よう静粛にすること。
（2）「身分証明書」の提示
　入構に際しては、次のとおり「身分証明書等」を提示
するものとする。
①「本学教職員」……「身分証明書」
※「入試実施本部関係教職員」は、「入試統一腕章」を
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着用する。
②「研究のために特に入構を必要とする本学学生・研究
生」……「学生証・研究生証」
③「特に入構を許可された者」……「入試特別入構証」
※「入試特別入構証」は、大学入試センター試験用及び
第２次学力試験（前期日程）用の２種類とする。

４．試験場区域への入・出構は、次によるものとする。
（1）本郷区域
①「本学教職員」、「研究のために特に入構を必要とする
本学学生・研究生」及び「特に入構を許可された者」
正門、赤門、弥生門、薬学ゲート、理学部 1号館と化学
館裏の間、二食ゲート

②「受験者」
正門、弥生門、薬学ゲート、理学部 1号館と化学館裏の
間、二食ゲート
　ただし、大学入試センター試験にあっては、二食ゲー
トは使用できない。
　なお、赤門からの入構は、正門の混雑時及び雨天、降
雪時に限り中央実施本部の判断により行う。

（2）農学部区域
①「本学教職員」、「研究のために特に入構を必要とする
本学学生・研究生」及び「特に入構を許可された者」
農正門及び南門
②「受験者」
農正門

（3）上記の各門及びゲート以外からの立ち入りを禁止す
る。
　なお、龍岡門及び池之端門は平常通りとする。
　また、懐徳門と西片門は封鎖する。

備　考
１．報道関係者等
　「報道関係者等」は、腕章による識別ではなく、広報
室長の発行する「入試特別入構証」により入構を認める。
　なお、報道関係者等への対応は広報室を通じて行う。
２．その他
（1）試験場区域への車両による入・出構は、原則として
認めないが、やむを得ない事由のある者の入・出構は、
薬学ゲート、二食ゲート及び弥生門、農正門とする。
但し、オートバイについては、エンジンを切った場合の
み入・出構を認める。
（2）附属病院の業務は平常通りとなっており、附属病院
の業務に関連して、試験場区域に入構する必要がある場
合には、「教職員」については「身分証明書」、「学生・
研究生」については「学生証・研究生証」、「その他の者」
については「入試特別入構証」を必ず提示すること。

Ⅱ　平成 23 年度第２次学力試験（後期日程）の実施に

伴う入館制限等の臨時措置（本郷構内）について

　第２次学力試験　後期日程（平成 23 年３月 13 日（日））
の実施のため、次のとおり入館制限等の臨時措置をとる
こととする。
１．授業の休止
第２次学力試験（後期日程）
平成 23 年３月 11 日（金）
　試験場準備のため、試験に使用する教室について、原
　則として午後の授業は休止する。

２．試験場
法文１号館

３．入館制限等
　試験当日は、試験場を設定した当該建物への「受験者」
及び「入試関係教職員」以外の立ち入りは原則として禁
止する。

４．試験場への入館
　「受験者」及び「入試関係教職員」の出入口については、
各建物の指定された場所とする。

備　考
１．報道関係者
　報道関係者の入館及び構内での取材については、広報
室を通じて行う。

Ⅲ　平成 23 年度第２次学力試験合格発表（前期日程）
の実施に伴う車両通行規制の臨時措置（本郷関係）につ
いて

　平成 23 年度の第２次学力試験　前期日程合格発表（平
成23年３月10日（木））の際、受験者等の安全確保のため、
次のとおり通行規制の臨時措置をとることとする。

１．規制区域
　医学部本館前ロータリー～赤門～正門

２．規制時間
　11：00 ～ 15：00

３．規制車両
　自動車、オートバイ及び自転車
　（合格発表関係車両を除く）

４．注意事項
　上記２の規制時間帯以外でも、車両での通行の際は、
受験者等の安全確保を第一に考え、通行すること。
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お知らせ
本部入試課

平成 23 年度入試に伴う臨時措置（駒場関係）
について

○　平成 23 年度大学入試センター試験及び第２次学力
試験（前期日程）の実施に伴う入構制限等の臨時措置（駒
場関係）について

　平成 23 年度の大学入試センター試験（平成 23 年１月
15 日（土）・16 日（日））及び第２次学力試験前期日程
（平成 23 年２月 25 日（金）・26 日（土））の実施のため、
次のとおり入構制限等の臨時措置をとることとする。

１．授業の休止
（1）大学入試センター試験関係
　平成 23 年１月 14 日（金）
　試験場準備のため、原則として午後の授業は休止する。

（2）第 2次学力試験（前期日程）関係
　駒場キャンパスにおける授業ならびに学期末試験は終
了しているので、この措置はとらない。

２．試験場区域
　試験場区域を別紙のとおり設定する。入試当日は黄・
黒のロープによって、その境界を明示する。

３．入構制限等
（1）入構許可
　試験当日は、「受験者」、「本学教職員」、「研究のため
に特に入構を必要とする本学学生・研究生」及び「特に
入構を許可された者」は入構できるが、その他の者の入
構は禁止する。

　なお、試験場区域においては、試験の妨げにならない
よう静粛にすること。

（2）「身分証明書」の提示
　入構に際しては、次のとおり「身分証明書等」を提示
するものとする。
①「本学教職員」……「身分証明書」
②「研究のために特に入構を必要とする本学学生・研究
生」……「学生証・研究生証」
③「特に入構を許可された者」……「入試特別入構証」

（3）受験者の入・出構は、大学入試センター試験及び第
2次学力試験（前期日程）とも、正門のみとする。

（4）「本学教職員」、「研究のために特に入構を必要とす
る本学学生・研究生」及び「特に入構を許可された者」
の入・出構は、正門（バレーコート脇含む）及び坂下門
横とする。
（5）入試当日、西門・北門（野球場門）・裏門・炊事門・
梅林門は閉鎖する。

備　考
１．報道関係者等
　報道関係者等は、腕章による識別ではなく、本学広報
室の発行する「入試特別入構証」を所持する者のみ入構
を認める（報道関係者の取り扱いは、本学広報室を通じ
て行う。）。

２．「入試特別入構証」の発行
　「入試特別入構証」の発行手続は、総務課総務係で行
う（報道関係者を除く。）。

３．その他
　入試当日、車輌の入構は原則として禁止する。



宮坂廣作名誉教授

　宮坂廣作先生は、2010
年 10 月 19 日に逝去されま
した。享年 79 歳でした。
この夏に新しい著書が刊行
されたばかりだったので、
突然の訃報に研究科の教職
員学生一同驚くとともに深
い哀悼の念を感じざるをえ
ません。
　先生は本学教養学部教養
学科卒業の後、大学院人文
科学研究科教育行政学専門課程で英国成人教育史や日
本の近代社会教育史を研究され、駒澤大学、東洋英
和女学院短期大学、お茶の水女子大学教育学部を経
て、1970 年に本学教育学部助教授に就任されました。
1979 年には教授に昇任し、1992 年停年退官され、そ
の後、山梨学院大学法学部教授・生涯学習センター長、
松本短期大学教授を務められました。この間、建設省
都市計画中央審議会専門委員、東京都社会教育委員、
山梨県生涯学習審議会会長、学内の大学院協議会委員、
教職課程委員会委員、総合研究資料館運営委員会委員
など多数の要職を歴任されています。
　宮坂先生のご業績としては、何と言っても日本の社
会教育運動の歴史に関するものが挙げられます。博士
論文としてまとめられた『近代日本社会教育史の研究』
（法政大学出版局、1968）は、その後のこの分野の研

究者にとって出発点となる労作ですが、そこで研究が
止まることはなく、その後も英国の成人教育史も含め
て近代教育における教育政策の周辺的な部分や民衆の
自己教育の運動に目を向けられ継続して追究されてこ
られました。また、時宜に応じて教育政策についての
発言をされ、生涯学習論、中等教育論、PTA論、大
学改革、消費者教育など多数の領域で著作を発表され
ています。先生のご研究の中心的な部分については、
1994 年から 1996 年にかけて『宮坂広作著作集』（全
６巻、明石書店）が刊行されたのでそこで読むことが
できます。
　このように先生のご生涯は研究を中心とするもので
した。単著だけでも 30 冊以上を出版したように多作
であっただけでなく、どれも深い思考と実証性に裏付
けられたものでした。また、一貫して研究者としての
厳しさを自らにも他者にも示された方でしたが、他方、
何かの拍子に写真にあるようにやさしい笑顔で思い出
話しをされることもありました。晩年はご郷里である
諏訪に戻られて甲府や松本の大学で教える傍ら、地域
における生涯学習や文化活動に参加されていました。
一昨年には広域諏訪史学会が設立されその理事長に就
任し、郷土史の再構築に取り組もうとしていたと伺っ
ています。
　大きな視野をもって歴史研究を進め、それをもとに
そのときどきの状況に鋭い発言を行なうという東大教
育学部のよき伝統を体現された方をまたお一人失った
感がありますが、この伝統を今後も継承していけるよ
うわれわれ現役世代は精進していきたいと思います。

（大学院教育学研究科）

訃　報

人事異動（教員）
連 絡事 務

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

22.11.30
GUIMARD 
DENIS YVES 

ALIX
辞　職 生産技術研究所准教授

（採　　用）
22.11.16 木實　新一 空間情報科学研究センター准教授

22.12.1 岸本　康宏 宇宙線研究所附属神岡宇宙素粒子研究施設准教授 東北大学ニュートリノ科学研究センター助教
（昇　　任）

22.11.16 両角　吉晃 大学院法学政治学研究科教授 大学院法学政治学研究科准教授
22.11.16 知花　武佳 大学院工学系研究科准教授 大学院工学系研究科講師
22.11.16 真船　文隆 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授
22.11.16 久保啓太郎 大学院総合文化研究科准教授 大学院総合文化研究科助教
22.11.16 竹内　　希 地震研究所附属海半球観測研究センター准教授 地震研究所附属海半球観測研究センター助教
22.11.16 平賀　岳彦 地震研究所准教授 地震研究所助教
22.12.1 芝野　博文 大学院農学生命科学研究科附属演習林教授 大学院農学生命科学研究科附属演習林准教授
22.12.1 蔵治光一郎 大学院農学生命科学研究科附属演習林准教授 大学院農学生命科学研究科附属演習林講師
22.12.1 戸堂　康之 大学院新領域創成科学研究科教授 大学院新領域創成科学研究科准教授
22.12.1 堀田　昌英 大学院新領域創成科学研究科教授 大学院新領域創成科学研究科准教授
22.12.1 吉江　尚子 生産技術研究所附属サステイナブル材料国際研究センター教授 生産技術研究所准教授
※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。

46 No.1407   2010. 12. 17



47No.1407   2010. 12. 17

特集
02 第9回東京大学ホームカミングデイ特集

NEWS
08 秋の紫綬褒章受章
10 文化勲章受章
11 文化功労者顕彰

一般ニュース
12 海洋アライアンス

上越教育大学附属中学校との遠隔授業開催
13 海洋アライアンス

生物多様性条約第10回締約国会議関連イベントでの活動報告
14 サステイナブルキャンパスプロジェクト（TSCP）室

東京大学がヒートポンプ・蓄熱シンポジウムにて優秀賞
を受賞！

15 本部学生支援課
第34回東京大学伊豆・戸田マラソン大会が開催される

16 本部財務課
第 53回  東京大学 対 京都大学 財務部職員 野球定期戦が
開催される！！
≪昭和 58年以来 27年ぶりの“３連覇”達成≫

17 本部留学生・外国人研究者支援課
「東京大学外国人留学生特別奨学制度平成 22 年度
10月期研究奨励費受給者証書授与式」を開催

17 本部人材育成課
東京大学教職員永年勤続者表彰式行われる

19 本部キャリアサポート課
公開シンポジウム「大学教育と職業との接続を考える」開催

20 本部入試課
入試事務室の設置

20 本部入試課
平成23年度大学入試センター試験の本学割当数決まる

部局ニュース
20 大学院農学生命科学研究科・農学部

附属生態調和農学機構・自衛消防訓練を実施
21 大気海洋研究所

堀場国際コンファレンス「西部太平洋域における海
洋科学研究の新しい展開」開催される

22 分子細胞生物学研究所
「動物慰霊祭」行われる

22 大学院人文社会系研究科・文学部
イラン大使館より、イスラム学研究室へ蔵書寄贈

23 大気海洋研究所
大気海洋研究所ＯＢ会開催される

23 先端科学技術研究センター
第７回アジアがんフォーラム「アジアでがんを生き
延びるーアジアのくらしと文化とがんと」開催

24 大学院医学系研究科・医学部
医学部解剖体慰霊祭が行われる

25 教育・学生支援部　大学院人文社会系研究科・文学部
大学院教育学研究科・教育学部
大学院理学系研究科・理学部
進路セミナー「『学校の先生』という仕事」開催

25 大学院農学生命科学研究科・農学部
附属牧場で「牧場公開デー」開催される

26 大学院工学系研究科・工学部
核燃料物質・試験研究炉等安全管理功労者表彰で文
部科学大臣賞を受賞

27 医科学研究所
医科学研究所で動物慰霊祭行われる

27 大学院教育学研究科・教育学部
『愛の労働あるいは依存とケアの正義論』をめぐって
―バリアフリー教育開発研究センターと「ちから研」
共催　ラウンドテーブル開催される―

28 史料編纂所
第 35回史料展覧会を開催

28 史料編纂所
絵巻「倭寇図巻」・「抗倭図巻」比較検討のため、国際
研究集会を開催

29 生産技術研究所
ツァヒャー・エルベグドルジ　モンゴル国大統領、
安田講堂にて講演

30 医科学研究所
技術職員研修（分子医科学関係）を開催

31 大学院農学生命科学研究科・農学部
学生による農学部ガイダンスブックが完成
キャンパスニュース

32 本部学務課
平成22年11月１日現在学生数　―学部学生14,112
人、大学院学生13,833人、研究生等945人―

コラム
34 ASIAN DIVERSITY No.3
34 決算のDOOR　～数字が語る東京大学　第 3回
35 Policy + alt　vol.15
36 Crossroad　産学連携本部だより　vol.61
37 PCリユースのわ　第 14回
37 インタープリターズバイブル　vol.41
38 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第 58回
38 コミュニケーションセンターだより　vol.71
39 FOREST NOW 行動シナリオの「今」をレポート

INFORMATION
お知らせ

40 大学院総合文化研究科・教養学部
「教養学部報」第 534(12 月１日 ) 号の発行
 ――教員による、学生のための学内新聞――

40 大学院農学生命科学研究科・農学部
演習林の広報誌「科学の森ニュースNo.52」の発行

40 情報基盤センター
「はじめての医学系論文の探し方」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

42 保健・健康推進本部
年末年始の業務について

42 本部広報課
広報センターの年末年始休館のお知らせ

42 本部入試課
平成 23年度入学者募集要項配付

43 本部入試課
平成 23年度入試に伴う臨時措置（本郷キャンパス）
について

45 本部入試課
平成 23年度入試に伴う臨時措置（駒場関係）につ
いて

訃報
46 宮坂廣作 名誉教授

事務連絡
46 人事異動（教員）

淡青評論
48 リスク

編 集後 記
学内広報編集スタッフの特権で、少し宣伝を。先日、本部広
報室全面協力で制作されたAERAムック東京大学『東大へ
行こう。』が発売されました！（拍手）　この本は行動シナリ
オに謳われている「女性志願者増に向けた取組の強化」にず
ばり照準を合わせた斬新な東大ガイドブックです。どこが斬
新なのかは見てのお楽しみ。ぜひ、ご一読ください！（し）

◆表紙写真◆
　第 9回ホームカミングデイの風景



淡
青
評
論

七徳堂鬼瓦

（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

 　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室までお送り
ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。

No.1407　2010 年 12 月 17 日

東京大学広報室
〒113-8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学本部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp/

リスク

の典型のようなものだし、生物学とはいえ物理学的思考やセンスを必要とするから、今の日本の教育
システムではまあ仕方ないか、とも思う。しかるに、その知人の分野は生物学的生物学で、そういう
問題は無いはずなので、吃驚した。
　この頃の若い世代の行動原理は「楽してひとより良い暮らし」ではないかと思うことが多い。「ひ
とより」というところが肝心で、自分と向き合わないから「他人との比較」が、それも表面的なもの
が価値の基準と成る。また、それだから、いつまでたっても「取り敢えず」になるのだろう。大学の
予備校化（勿論、就職のための）が言われて久しい。大学院入試の面接の度に、「君の頭にはキーワー
ドしかないのか」とか「一生のことをそれだけで決めていいのか」と叫びたくなる。進学に際しても
「取り敢えず」「スキルアップのため」だから、どこまでいっても入門篇で、実にポスドクレベルまで
そうなっているらしい。
　打開策はあるか。レールがないところを歩いてもらって、まあ何とかなるさ、という自信をつけて
もらうしかないのでは、と思う。全学生を何らかの形で海外に、という案があるらしい。修学旅行に
ならなければ大変有効かもしれないが、たとえば、自分でテーマを見つけ、学内のどこかの研究室を
捜して自由研究をすることを必修にするというのはどうだろう。自分もこの道に進むきっかけは、物
理学科の学生のときの夏休みの自由研究であったことを思い出した。

豊島　近（分子細胞生物学研究所）

　先日、研究所勤務の知人との雑談で、最近の若い世代は研究におい
ても危険を冒さない、という話になった。その知人曰く、「社会が豊
かになった結果、安定志向になるのは、まあ当然である。要は欧米型
になったということで、研究を進めるためには外国人に頼らざるを得
ない。実際、某国立研究所ではインドに組織的に行脚しているし、自
分の研究室でも英語しか使うな、にした」。後継者が育たないことが
筆者の悩みの一つであるが、自分の研究はハイリスク・ハイリターン
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